
ゲ
・
ー
チ
ウ
ス
「
戦
雫
と
李
和
の
法
」
の
研
究
（
綾
篇
∋

ー
國
際

法
の
理
論
を
中
心
と
し
て
！

鍛
授
　
繭

又

正

雄

　
　
　
は
し
が
き

　
嚇
㌔
　
約
定
の
解
鯉
邸
に
つ
い
で
・
　
（
第
」
一
穣
餓
ザ
十
山
ハ
出
早
）

　
モ
損
害
と
そ
れ
に
封
す
る
責
任
に
つ
い
℃
（
第
二
憲
第
＋
七
章
）

　
三
、
使
節
「
構
に
つ
い
で
（
第
二
巻
第
十
八
章
）

　
圏
、
埋
曲
醇
穗
に
つ
い
で
　
（
第
二
総
第
十
九
出
早
×
以
上
驚
早
稽
田
法
學
」
第
二
十
輿
憲
第
二
懸
）

　
五
笥
粥
罰
に
つ
い
て
（
第
二
巷
第
二
十
章
）

　
六
、
刑
罰
の
分
配
に
つ
い
で
（
第
二
審
第
二
十
瞬
章
）

　
七
、
不
正
な
る
職
箏
の
原
因
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
ニ
ヤ
ご
章
）

　
八
、
疑
あ
る
戦
轡
の
原
因
に
つ
い
て
酒
第
二
巷
第
二
十
三
章
）

　
九
、
窟
し
い
原
因
の
た
め
に
す
ら
、
職
箏
を
無
暴
に
行
う
べ
蓉
で
な
い
こ
と
（
第
二
巷
第
二
を
鶴
章
》

　
十
、
他
人
の
た
め
に
行
う
職
争
の
原
國
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
二
十
置
章
）

十
蝋
、
他
人
の
支
配
下
に
あ
る
も
の
が
行
う
職
畢
の
霊
し
き
原
因
に
つ
い
で
（
第
二
巻
第
二
十
六
章
）

十
二
、
職
躰
に
お
い
で
、
い
か
ぼ
ど
の
こ
と
が
許
き
れ
得
る
か
（
第
三
谷
第
嚇
章
）

士
二
、
萬
罠
法
に
ょ
れ
ぱ
、
提
鵬
春
の
財
産
は
い
か
に
し
℃
そ
の
皮
醗
春
の
債
務
に
よ
つ
て
拘
東
き
れ
得
る
か

十
四
、
正
職
、
正
式
戦
争
、
な
ら
び
に
宣
職
に
つ
い
て
（
第
三
谷
第
三
章
）

グ
ロ
書
チ
ウ
ス
「
職
曾
と
準
和
の
法
」
の
研
究
（
綾
籍
二
）

（
第
竃
巷
第
二
章
｝

三
八
九
　
（
ご
一
五
）



＋
五
、

＋
六
、

グ
質
ー
チ
ウ
ス
『
職
雫
と
耶
和
の
法
」
の
研
究
（
綾
篇
二
）

正
式
“
職
璽
に
お
け
る
撫
害
樫
”
（
第
廿
一
巻
第
四
出
皐
）

荒
康
と
掠
奪
に
つ
い
て
（
第
三
巻
第
五
章
）
（
以
上
本
號
）

三
九
〇
　
　
（
一
二
六
〉

置
　
刑
罰
に
つ
い
て
（
第
二
省
第
二
十
章
》

　
グ
ロ
黛
チ
ウ
ス
ほ
戦
争
を
行
う
原
因
と
し
て
、
賠
償
さ
れ
得
る
こ
と
と
陶
庭
罰
し
得
る
こ
と
、
の
二
方
面
か
ら
、
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と

な
し
た
が
、
そ
の
第
噸
の
部
分
の
論
議
を
こ
玉
に
経
え
て
、
第
二
の
部
分
た
る
刑
罰
論
に
入
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
刑
法
理
論
に
直
接
關
孫

が
あ
つ
て
、
國
際
法
に
は
あ
ま
り
關
係
が
な
い
か
ら
、
い
す
れ
コ
初
期
自
然
法
に
お
け
る
荊
罰
論
」
と
し
て
稿
を
改
め
、
こ
玉
で
は
、
若
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
－
）

國
際
法
に
關
係
あ
る
部
分
の
み
を
摘
記
し
た
い
と
思
う
。
グ
・
ー
チ
ウ
ス
ほ
ま
す
珊
罰
の
定
義
と
起
源
（
第
一
節
）
刑
罰
と
補
充
的
正
義
と
の
關

係
（
第
二
節
）
を
論
じ
た
後
、
「
自
然
は
、
刑
罰
が
何
人
に
営
然
で
あ
る
か
を
決
定
し
な
い
が
、
自
然
法
に
ょ
れ
ば
、
同
じ
逮
法
行
爲
を
行
わ

ざ
る
者
に
よ
っ
て
合
法
的
に
刑
罰
が
課
せ
ら
れ
得
る
こ
と
」
（
第
轟
遡
入
の
刑
罰
と
瀞
の
荊
罰
と
の
差
異
（
第
四
節
）
復
讐
の
自
然
に
よ
る
禁

止
（
第
五
節
）
刑
罰
の
目
的
（
笙
ハ
節
乃
至
第
九
笛
）
を
論
じ
た
後
、
と
れ
ら
の
間
題
に
關
し
て
禧
音
書
に
現
わ
れ
た
こ
と
か
ら
生
す
る
種
々

の
議
論
を
考
察
し
（
第
＋
飾
乃
至
第
＋
二
簡
）
刑
罰
の
不
完
全
な
る
分
類
を
排
除
し
（
第
士
二
節
）
、
荊
罰
に
封
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
立
場
を

　
　
　
　
　
ず

論
じ
（
第
＋
四
節
乃
至
第
＋
六
筋
）
死
刑
論
を
行
う
　
（
第
＋
七
飾
）
。
さ
ら
に
「
内
的
行
爲
」
（
第
＋
八
節
）
「
入
間
の
弱
さ
が
避
け
得
な
い
外
的
行

爲
」
（
第
＋
九
節
）
「
直
接
ま
た
は
間
接
に
、
人
間
砒
會
を
害
し
な
い
行
爲
」
（
篁
茎
鰯
）
を
い
す
れ
も
人
間
ぱ
罰
し
得
ぬ
ζ
と
を
論
じ
、
蔽
冤

が
許
さ
れ
得
る
か
否
か
（
第
二
＋
一
節
乃
至
肇
ギ
四
節
）
に
つ
を
、
之
が
許
さ
れ
得
ぬ
と
の
見
解
を
排
除
し
て
、
赦
菟
の
原
因
を
論
じ
た
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
こ

（
笙
手
五
箇
乃
至
篁
革
七
節
）
刑
罰
の
適
用
論
に
入
り
、
量
刑
の
た
め
の
犯
罪
原
因
の
考
察
比
較
（
箏
一
＋
八
節
乃
至
第
三
＋
一
箪
犯
罪
者
の
素

質
（
第
三
十
二
節
）
荊
罰
に
お
け
る
調
和
的
均
衡
の
観
念
の
排
除
（
第
三
十
三
節
）
減
刑
、
常
習
、
加
重
、
微
罪
不
問
、
未
遽
な
ど
を
論
す
る

（
第
三
＋
四
節
乃
至
第
三
十
九
節
）
。



　
グ
碑
ー
チ
ウ
ス
ぽ
次
に
「
王
お
よ
び
入
民
ぱ
、
彼
等
或
ば
彼
等
の
臣
民
に
獣
し
て
爲
さ
れ
た
の
で
は
な
い
が
、
自
然
法
に
反
し
て
爲
さ
れ

た
こ
と
の
た
め
に
戦
争
を
正
し
く
行
い
得
る
か
否
か
」
の
問
題
の
究
明
に
入
る
（
第
四
＋
籔
）
。
こ
れ
は
圃
見
國
際
法
に
關
係
な
き
如
く
で
あ

る
が
、
實
は
彼
の
正
戦
理
論
の
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
’
特
に
世
界
の
畢
和
と
安
全
の
麦
め
に
す
る
侵
略
職
争
の
禁
遇
と
い
う
現
代
の
思
懇
と

密
接
な
理
念
的
關
係
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
得
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
こ
れ
に
っ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス

は
い
う
。
「
主
篠
者
は
自
己
或
は
そ
の
臣
民
に
封
し
て
爲
さ
れ
た
危
害
の
た
め
の
み
な
ら
す
、
直
接
彼
等
に
關
係
な
い
が
、
何
人
か
に
封
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

自
然
法
ま
た
ぱ
萬
民
法
を
甚
だ
し
く
侵
犯
す
る
危
害
の
た
め
に
も
、
珊
罰
構
を
有
す
る
」
と
。
そ
し
て
爾
親
に
甥
し
て
不
敬
な
る
者
、
異
國

入
を
殺
害
す
る
者
、
入
肉
を
喰
う
者
お
よ
ぴ
海
賊
行
爲
を
行
う
者
に
向
っ
て
、
正
し
い
職
孚
の
行
わ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
こ
で
あ
る
論

一
者
が
、
珊
罰
襟
は
國
家
の
裁
到
構
の
固
有
の
敷
果
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
職
雫
の
正
轡
田
性
の
た
め
に
ば
、
戦
争
を
行
う
も
の
は
、
破
自
身
、

議
た
は
彼
の
國
家
に
お
い
て
危
害
を
蒙
っ
た
者
か
、
或
は
攻
め
ら
れ
る
者
の
上
に
裁
剣
擢
を
有
す
る
も
の
た
る
べ
き
で
あ
る
と
な
す
の
に
封

し
て
、
グ
ロ
慧
チ
ウ
ス
は
、
こ
の
飛
罰
樺
が
富
然
法
よ
り
生
す
る
と
主
張
し
、
も
し
前
者
の
見
解
を
と
る
な
ら
ば
、
た
と
え
測
罰
を
課
す
こ

と

以
外
の
原
因
の
た
め
戦
雫
が
正
し
く
行
わ
れ
た
後
で
も
、
い
か
な
る
敵
も
、
億
の
も
の
を
罰
す
る
樺
利
を
も
た
ぬ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

が
、
か
玉
る
機
利
は
職
雫
の
絡
つ
た
後
の
み
な
ら
ず
曜
職
雫
の
縫
績
中
で
も
存
す
る
こ
と
ぱ
、
多
く
の
も
の
が
認
め
て
を
り
、
萬
民
の
慣
行

も
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
ど
の
國
家
の
裁
到
罐
に
基
く
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
國
家
が
組
織
さ
れ
る
以
麟

に
存
在
し
、
且
っ
現
在
で
す
ら
艶
入
々
が
國
家
と
し
て
で
は
な
く
、
家
族
團
盤
と
し
て
生
活
す
る
場
所
に
お
い
て
も
歎
力
を
有
し
て
い
る
の

で
あ
る
、
と
論
す
る
。

　
っ
い
で
グ
鷲
ー
チ
ウ
ス
は
、
こ
玉
で
も
自
然
法
の
解
明
を
行
い
、
「
自
然
法
は
ひ
ろ
く
行
わ
れ
る
國
家
の
慣
習
走
魑
別
す
ぺ
き
で
あ
る
こ
と

（
え
と
え
國
家
の
慣
脅
が
多
く
の
入
民
の
間
で
冷
理
由
あ
る
根
擦
で
受
取
ら
れ
た
と
し
て
も
ご
（
第
四
＋
圃
飾
）
「
自
然
法
は
、
す
べ
て
の
も

の
に
よ
つ
て
知
ら
れ
て
》
る
と
は
限
ら
れ
ぬ
瀞
意
法
か
ら
も
獲
別
す
べ
砦
で
あ
る
こ
と
」
奮
四
士
一
節
）
「
自
然
法
の
な
か
で
も
、
明
か
潅
る

　
　
　
　
グ
ロ
葺
チ
ウ
一
く
「
戦
磐
と
準
撫
の
法
』
　
ゐ
僻
究
（
緬
篇
篇
二
哩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
九
幅
　
（
ご
一
七
）



　
　
　
　
　
グ
ロ
マ
チ
ウ
ス
「
職
箏
と
軍
和
の
法
」
の
碑
究
（
綾
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
二
　
二
二
八
）

も
の
と
明
か
な
ら
ざ
る
も
の
と
を
癌
別
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
」
（
第
四
＋
三
節
）
を
論
じ
、
こ
の
う
ち
最
後
の
節
で
ぱ
、
明
瞭
な
る
一
般
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

と
推
定
と
の
封
比
、
法
の
無
知
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
刑
罰
を
課
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
戦
雫
は
、
そ
の
罪
が
甚
だ
重
大
な
る
か
、
極
め
て

明
か
で
あ
る
か
、
或
は
他
の
併
存
的
な
理
由
が
存
し
な
い
限
り
、
不
正
で
あ
る
と
の
疑
惑
を
受
げ
る
と
な
す
。
つ
い
で
、
「
紳
に
封
す
る
犯
罪

の
故
を
以
て
戦
争
を
行
い
得
る
か
否
か
」
の
間
題
に
入
9
（
第
四
＋
四
節
）
こ
の
な
か
で
國
家
と
宗
敷
の
關
係
を
論
じ
、
す
べ
て
の
時
代
に
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

通
の
眞
の
宗
教
の
基
礎
た
る
四
原
則
を
示
し
、
こ
れ
ら
四
原
則
を
読
明
し
た
後
（
第
四
＋
五
節
）
こ
れ
ら
の
こ
と
を
最
初
に
侵
犯
し
た
も
の
を

罰
し
得
る
こ
と
（
第
四
＋
六
節
）
そ
φ
他
、
主
と
し
て
宗
教
に
關
係
あ
る
諸
黙
を
論
じ
て
こ
の
章
を
絡
つ
て
い
る
。

（
U
）
　
一
般
的
に
は
「
刑
罰
は
行
爲
の
悪
の
た
め
に
蒙
る
受
難
の
悪
（
目
包
q
巳
冨
当
9
邑
　
で
あ
る
」
と
な
し
、
本
來
的
に
刑
罰
と
呼
ぶ
も
の
は
「
違

　
法
行
爲
（
Ω
巴
ざ
言
目
い
の
返
報
で
あ
る
」
と
な
す
。

（
三
）
　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
こ
の
一
般
的
根
擦
と
し
て
、
「
刑
罰
に
よ
つ
て
人
間
融
會
の
福
祉
に
役
立
つ
べ
き
自
由
は
、
最
初
は
個
人
の
手
中
に
あ
つ
た
が
、
今

　
や
國
家
と
裁
判
所
が
設
け
ら
れ
た
後
は
主
椹
者
の
手
巾
に
存
す
る
か
ら
で
あ
る
、
そ
れ
は
本
來
的
に
言
え
ば
、
彼
馨
が
他
人
に
封
し
℃
支
配
を
行
う
限
り

　
に
お
い
て
と
い
う
の
で
は
な
く
、
彼
等
が
何
人
に
も
服
從
し
な
い
限
砂
に
お
い
て
で
あ
る
」
と
な
す
。

（
三
）
　
國
民
法
に
お
い
て
法
規
に
劉
す
ろ
認
識
或
は
理
解
を
談
く
も
の
を
許
す
如
く
、
自
然
法
の
揚
合
に
お
い
て
も
、
推
理
力
の
弱
き
、
或
は
悪
き
教
育
に

　
よ
つ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
許
容
す
る
こ
と
が
疋
し
い
と
な
す
。

（
四
）
　
第
一
は
、
紳
の
唯
一
性
、
帥
ち
、
紳
は
存
左
し
、
且
つ
唯
一
な
る
こ
と
、
第
二
は
、
紳
の
不
可
親
性
、
帥
ち
、
紳
は
可
親
物
に
屡
せ
ず
、
こ
れ
ら
よ

　
砂
も
優
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
三
は
、
紳
は
人
事
を
駕
慮
し
、
最
も
霊
し
毯
審
到
に
よ
つ
て
裁
き
給
う
こ
と
、
帥
ち
、
宣
誓
の
基
礎
、
第
四
は
、
全

　
世
界
の
す
べ
て
の
も
の
の
創
浩
懸
償
な
る
こ
と
で
あ
る
o

六
　
刑
罰
の
分
配
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
二
十
一
章
）

グ
・
ー
チ
ゥ
ス
は
次
に
「
犯
罪
行
爲
に
滲
加
し
た
者
に
翼
し
て
荊
罰
は
い
か
に
移
行
す
る
か
」
（
第
一
節
）
部
ち
刑
罰
は
い
か
に
分
配
さ
れ



（
↓
）
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
論
す
る
が
、
前
述
の
如
く
、
こ
玉
に
ぱ
從
薦
者
の
犯
罪
に
封
す
る
國
家
ま
た
ぱ
そ
の
支
配
者
の
責
任
や
、
統
治
者
の

犯
罪
に
斡
す
る
從
鵬
者
の
参
加
な
ど
の
、
國
家
全
聡
と
し
て
の
刑
罰
と
個
人
の
刑
罰
の
差
異
、
乃
至
爾
者
の
責
任
の
差
異
の
如
く
、
或
は
直

接
損
害
と
間
接
損
害
の
如
く
、
違
法
行
爲
責
任
理
論
の
中
核
を
な
す
も
の
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
犯
罪
人
引
渡
や
庇
護
の
問

題
も
こ
玉
か
ら
生
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
コ
ム
ム
愛
ス

　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
ま
す
過
失
責
任
の
原
則
を
述
べ
た
後
、
「
共
同
艦
或
は
そ
の
支
配
者
は
從
属
者
の
犯
罪
行
爲
を
知
り
、
且
つ
こ
れ
を
防
止

し
得
る
し
且
つ
防
止
す
べ
き
に
拘
ら
す
防
止
し
な
い
場
合
は
、
こ
れ
に
封
し
て
責
任
を
有
す
る
」
（
笙
砺
）
こ
と
を
次
の
如
く
論
謹
す
る
。

邸
ち
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
、
「
國
家
共
同
髄
　
（
8
ぎ
ぎ
鐸
富
騨
駿
鼠
色
邑
　
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
共
同
騰
と
同
様
に
、
自
己
の
作
爲
ま
た
は
不
作
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
プ
ル
ス

の
ほ
か
は
．
個
人
の
行
爲
に
封
し
て
責
任
を
有
し
な
い
」
と
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
リ
「
入
民
に
お
い
て
個
人
が
犯
し
た
特
定
の
罪
は
、
あ

る
目
的
の
た
め
に
、
多
数
の
も
の
が
結
合
し
て
、
　
一
つ
の
意
思
（
轟
き
讐
げ
さ
）
と
『
つ
の
意
圖
（
蝿
墜
ぎ
言
9
暮
①
）
と
を
以
て
犯
し
た

共
向
の
罪
と
は
異
な
る
」
と
い
う
言
葉
や
、
條
約
の
方
式
中
に
「
も
し
彼
が
公
的
意
圖
に
よ
り
て
侵
犯
せ
ば
」
（
醗
号
譜
凶
6
讐
窪
8
8
昌
－

臣
・
）
と
い
う
條
項
が
見
出
さ
れ
る
こ
壱
を
墾
げ
、
歴
史
的
事
例
を
引
き
、
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
、
い
か
な
る
上
位
者
も
、
下
位
者
の
犯
罪
行

の

爲
に
封
し
て
・
彼
等
自
ら
罪
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
な
い
限
り
、
責
任
を
有
し
な
い
・
と
な
す
。

　
次
に
他
入
に
翼
す
る
支
配
者
が
犯
罪
に
参
加
す
る
態
檬
の
う
ち
で
、
最
も
通
常
行
わ
れ
、
且
っ
注
意
深
く
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
し
て
、
放
任
（
囁
江
の
馨
㌶
）
と
庇
護
（
お
。
ε
言
の
）
の
二
っ
を
墨
げ
る
。

「
放
任
　
　
放
任
と
は
、
犯
罪
を
知
り
而
し
て
こ
れ
を
禁
じ
得
る
し
、
且
つ
禁
す
ぺ
き
に
拘
ら
す
、
こ
れ
を
禁
じ
な
か
つ
た
も
の
で
、
こ

れ
は
自
ら
犯
罪
行
爲
を
行
う
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
な
す
。
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
こ
れ
を
キ
ケ
民
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
そ
の
他
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
　
　
　
　
多
劣
亥

説
に
よ
っ
て
例
誰
し
た
後
、
犯
罪
に
参
加
す
る
に
璽
こ
れ
を
知
る
の
為
な
ら
す
、
こ
れ
を
防
止
す
べ
き
能
力
を
必
要
と
す
る
、
と
な
し
、

　
　
　
　
ポ
プ
ル
ス

さ
ら
に
入
民
が
一
入
の
悪
行
を
防
止
し
得
る
に
拘
ら
す
、
こ
れ
を
防
止
し
な
か
っ
た
た
め
に
罰
を
受
け
た
史
實
を
撃
げ
る
。

　
　
　
　
グ
ロ
喜
チ
ウ
ス
「
職
璽
と
軍
和
あ
法
」
の
研
究
（
績
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
三
　
（
ご
一
九
）



　
　
　
　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
「
職
躰
と
軍
和
の
法
」
の
研
究
（
績
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
四
　
（
一
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

二
、
庇
護
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
、
刑
罰
が
行
わ
れ
ぬ
よ
う
に
庇
護
を
與
え
る
こ
と
に
關
聯
し
て
、
刑
罰
の
自
然
決
的
基
礎
を
次
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ウ
し
か
ス

解
明
す
る
（
第
三
節
）
。
同
じ
犯
罪
を
行
わ
ぬ
も
の
は
、
ザ
ベ
て
自
然
に
よ
つ
て
、
刑
罰
を
課
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
、
國
家
の
成
立
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヱ
ツ
ス

來
、
個
人
の
犯
罪
行
爲
中
、
そ
の
所
属
す
る
肚
會
に
本
來
的
に
關
係
あ
る
も
の
は
、
そ
の
肚
會
ま
た
は
そ
の
支
配
者
が
、
自
由
な
決
漸
に
よ

つ
て
、
こ
れ
を
罰
し
、
或
は
容
赦
す
る
こ
と
を
、
彼
等
に
一
任
す
べ
き
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
何
等
か
入
類
祉
會
に
關
係
を
有
す

る
犯
罪
行
爲
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
國
家
や
支
配
者
に
完
全
な
権
利
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
他
の
國
家
及
び
そ
の
支
配
者

は
、
あ
た
か
も
特
定
の
國
家
内
で
、
何
人
も
が
あ
る
犯
罪
行
爲
を
訴
追
し
得
る
如
く
、
こ
れ
を
訴
追
し
得
る
の
で
あ
る
。
他
の
國
家
ま
た
は

そ
の
支
配
者
を
特
に
侵
害
し
た
犯
罪
行
爲
に
つ
い
て
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
っ
て
、
國
家
ま
た
は
支
配
者
は
、
か
玉
る
犯
罪
行
爲
に
封
し
て

は
、
そ
の
威
嚴
ま
た
は
安
全
の
た
め
、
珊
罰
物
課
す
る
椹
利
を
有
す
る
。
從
つ
て
、
加
害
者
が
居
佳
す
る
國
家
ま
た
は
そ
の
支
配
者
は
こ
の

櫨
利
を
妨
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
つ
づ
い
て
、
「
か
玉
る
責
任
は
、
共
同
膿
ま
た
は
そ
の
支
配
者
が
、
犯
罪
人
を
庭
罰
も

ぜ
す
、
引
渡
も
せ
ぬ
限
り
に
お
い
て
、
彼
等
に
生
ナ
る
」
と
て
（
第
四
箇
）
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
通
常
、
國
家
は
、
他
の
國
家
が
刑
罰
を
課

す
る
た
め
に
武
装
し
た
も
の
を
、
自
國
領
土
内
に
入
れ
る
こ
と
を
許
さ
す
、
且
っ
、
か
玉
る
こ
と
は
適
宜
の
庭
置
で
な
い
か
ら
、
犯
罪
行
爲

を
行
つ
た
と
確
か
に
信
ぜ
ら
れ
る
者
の
居
住
す
る
國
家
は
、
請
求
あ
る
場
合
、
加
害
者
を
そ
の
行
爲
の
程
度
に
慮
じ
て
庭
罰
す
る
か
、
或
は

講
求
す
る
も
の
の
任
意
に
委
ね
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
な
す
。
こ
の
後
者
の
場
合
に
犯
罪
人
の
引
渡
な
る
も
の
が
生
す
る
。
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
こ

玉
で
、
犯
罪
人
引
渡
の
事
例
を
墨
げ
た
後
、
か
玉
る
人
民
或
は
王
は
、
犯
罪
人
を
必
ナ
引
渡
す
べ
き
義
務
を
有
す
る
の
で
ぱ
な
く
、
引
渡
す

か
、
或
は
庭
罰
す
る
か
い
す
れ
か
を
爲
し
得
る
が
（
第
三
項
）
時
に
ば
犯
罪
人
の
引
渡
を
要
求
す
る
も
の
に
一
暦
の
満
足
を
與
え
る
た
め
に
、

こ
れ
に
選
裡
椹
を
輿
え
る
こ
と
が
あ
る
、
と
な
す
（
第
四
項
）
。
っ
い
で
、
自
國
に
よ
つ
て
他
國
に
引
渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
國
に
受
取
ら
れ
ぬ

も
の
が
、
引
績
き
、
そ
の
属
し
て
い
た
國
の
國
民
た
り
得
る
か
の
間
題
を
論
じ
　
（
第
七
項
）
ま
た
犯
罪
途
行
後
、
他
國
に
逃
亡
し
た
者
も
、

犯
罪
當
時
居
住
し
て
い
た
國
の
從
屡
者
た
り
し
者
と
同
様
に
、
取
扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
論
す
る
（
第
八
項
）
．



　
さ
て
．
こ
の
犯
罪
引
乳
を
要
求
す
為
樺
利
を
滑
す
も
の
と
し
て
歎
願
礎
　
ご
葭
帥
磐
嬉
ぎ
彦
じ
　
が
整
す
る
（
第
五
簿
）
．
こ
－
・
に
庇
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

（
勲
曙
ざ
署
目
）
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
生
じ
て
來
る
。
グ
・
寄
チ
ウ
ス
は
、
こ
の
歎
願
櫨
は
、
不
當
な
る
悟
み
を
受
け
る
者
、
部
ち
、
不

運
る
る
者
の
た
め
に
存
す
る
の
で
、
入
類
勉
禽
ま
た
は
、
他
の
入
汝
に
有
害
な
る
行
爲
を
行
っ
た
者
、
部
ち
、
有
罪
者
の
た
め
に
は
存
し
な

い
と
て
、
歴
史
上
の
事
例
を
墨
げ
た
後
、
彼
の
時
代
（
現
世
紀
お
よ
び
近
世
紀
）
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
國
に

お
い
て
は
、
國
外
逃
亡
者
の
庭
罰
要
求
権
は
、
公
の
嘉
項
（
。
・
酔
暮
塁
嗜
藏
・
蒙
）
に
關
係
が
あ
る
か
、
ま
た
は
甚
だ
邪
悪
な
犯
罪
に
關
し
て

の
み
行
使
さ
れ
、
輕
罪
に
っ
い
て
は
、
條
約
規
定
に
一
暦
確
定
的
な
合
意
が
な
い
限
り
、
相
互
に
看
過
す
る
こ
と
が
慣
習
と
な
つ
て
來
た
こ

と
、
恐
る
べ
ぎ
ぼ
ど
彊
大
と
な
つ
た
盗
賊
や
海
賊
に
つ
い
て
は
、
彼
等
の
改
俊
が
い
か
な
る
他
の
方
法
で
も
不
可
能
な
と
き
は
、
過
去
の
こ

と
は
罰
を
受
け
な
い
と
の
信
念
を
與
え
る
こ
去
に
よ
つ
て
、
悪
道
を
改
め
さ
せ
る
こ
と
は
入
類
の
利
釜
で
あ
る
か
ら
、
い
か
な
る
入
民
や
・
〆
、

の
支
配
者
も
、
か
玉
る
こ
と
を
な
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
彼
等
に
封
し
て
防
衛
し
得
る
と
な
す
。
つ
い
で
歎
願
者
は
事
件
の
審
理
中
は
保
護
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

れ
る
べ
き
こ
と
、
か
～
る
審
理
は
い
か
な
る
法
の
下
に
行
わ
れ
る
べ
き
か
を
論
じ
て
い
る
（
第
六
節
）
。

　
グ
・
奮
チ
ウ
ス
は
こ
玉
ま
で
は
、
過
失
が
從
騒
者
か
ら
統
治
者
に
移
る
態
檬
を
考
察
し
た
が
、
次
に
は
、
こ
れ
と
逆
に
、
從
属
者
が
統
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ム
ム
ニ
タ
ス

者
の
犯
罪
行
爲
、
ま
た
は
共
同
髄
の
構
成
員
が
共
同
膿
の
犯
罪
行
爲
に
蓼
加
す
る
態
様
の
考
察
に
移
る
（
第
七
節
）
。
ま
す
「
從
属
者
が
犯
罪

に
同
意
を
爲
す
か
、
或
は
主
構
者
の
命
令
ま
た
ぼ
勤
読
に
よ
つ
て
、
當
然
罪
と
な
る
べ
き
こ
と
を
行
つ
た
な
ら
ば
、
過
失
は
主
穰
者
よ
り
從

属
者
に
移
る
」
と
な
す
が
、
そ
の
説
明
は
從
属
者
の
義
務
を
論
す
る
際
に
譲
つ
て
、
と
玉
で
は
、
專
ら
、
全
罷
と
個
人
と
の
關
係
か
ら
、
共

同
艦
の
刑
罰
と
、
個
人
の
刑
罰
の
差
異
の
論
議
を
行
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
ヱ
ル
ス
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
グ
憐
ー
チ
ウ
ス
は
、
犯
罪
行
爲
は
、
ま
た
、
至
禮
と
個
人
と
の
間
に
も
分
割
さ
れ
得
る
と
述
べ
た
後
、
過
失
は
罪
に
同
意
し
た
個
人
に

　
　
　
　
グ
ロ
羅
チ
ウ
ス
「
職
蔵
》
」
上
牛
勲
脚
の
法
」
の
研
寵
〃
（
縞
眠
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
五
　
（
一
ヨ
輔
）



　
　
　
　
グ
ロ
L
チ
ウ
ス
【
，
職
翁
と
耶
和
の
法
」
の
研
究
（
績
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
六
　
（
輔
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
テ
ソ
チ
ア

婦
驕
す
る
の
で
、
他
入
の
決
定
に
よ
つ
て
強
制
さ
れ
る
も
の
に
ほ
麟
鵬
し
な
い
、
と
て
、
個
人
の
刑
罰
と
全
髄
の
刑
罰
と
の
異
な
る
所
以

を
説
く
。
そ
し
て
、
個
人
の
刑
罰
が
時
に
は
死
で
あ
る
如
く
、
國
家
の
死
が
そ
の
滅
亡
で
あ
り
、
こ
れ
は
前
述
の
國
家
解
騰
の
時
に
生
す

る
、
と
な
し
、
個
人
が
奴
隷
化
さ
れ
る
如
く
、
國
家
も
一
地
方
に
引
下
ら
れ
て
、
國
家
的
奴
隷
（
の
霞
珠
言
冨
旨
9
色
Φ
巳
）
と
な
り
、
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ム
ム
ニ
ア

が
没
牧
に
よ
つ
て
財
産
を
失
う
と
同
様
、
國
家
は
、
要
塞
、
造
船
所
、
軍
艦
、
武
羅
、
象
、
蜜
物
、
公
有
地
等
の
共
有
物
を
失
う
の
が
慣
わ

し
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
の
同
意
な
く
し
て
、
全
艦
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
犯
罪
行
爲
の
た
め
、
そ
の
個
人
の
私
有
財
産
を
失
う
こ
と
は
正

當
や
な
い
（
リ
バ
ニ
ウ
ス
の
言
葉
）
と
な
し
て
い
る
。

　
次
に
、
全
騰
の
犯
罪
行
爲
に
封
し
て
、
常
に
刑
罰
を
課
し
得
る
か
、
部
ち
全
騰
に
封
す
る
刑
罰
礎
は
い
か
ほ
ど
縫
績
す
る
か
、
の
間
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
リ
ツ
ム

移
り
（
第
八
節
）
こ
れ
は
、
全
騰
が
存
績
す
る
限
り
に
お
い
て
課
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
全
騰
の
慮
當
と
い
う
の
は
、
最
初
に
は
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ニ
ム
ス

騰
が
、
そ
れ
自
膿
は
訣
い
て
い
る
と
こ
ろ
の
精
紳
を
有
す
る
個
人
に
屍
す
る
か
ら
、
鷹
當
が
全
騰
に
移
行
す
る
媒
介
と
な
る
個
人
が
死
ん
だ

時
は
、
慮
當
自
艦
も
ま
た
止
み
、
且
つ
慮
當
な
く
し
て
は
存
し
得
な
い
と
こ
ろ
刑
罰
の
義
務
も
ま
た
止
む
、
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
、
と

な
し
、
「
犯
罪
行
爲
を
な
し
た
者
が
何
人
も
生
存
し
な
い
と
考
え
て
、
汝
は
満
足
す
べ
き
で
あ
る
と
予
は
考
え
る
」
と
の
リ
バ
ニ
ウ
ス
の
言
葉

　
　
　
　
　
　
（
九
）

を
引
い
て
い
る
。

　
以
上
は
、
刑
罰
の
分
配
が
、
過
失
の
分
捲
か
ら
生
す
る
態
様
、
即
ち
、
過
失
責
任
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
次
に
ば
、
過
失
の
分
捲

な
し
に
、
刑
罰
の
分
配
が
存
し
得
る
か
、
と
い
う
無
過
失
責
任
の
議
論
に
進
む
（
第
九
節
）
。
ま
す
、
實
質
に
お
い
て
異
な
る
類
似
語
た
る
直

　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）
秀
芸
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

接
損
害
と
間
接
損
害
、
犯
罪
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
損
害
と
、
犯
罪
の
原
因
よ
り
生
じ
た
損
害
な
ど
の
差
異
を
指
摘
し
た
後
、
本
來
的
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
リ
ツ

え
ば
、
何
人
も
、
他
人
の
犯
罪
行
爲
の
た
め
正
當
に
は
罰
せ
ら
れ
得
ぬ
（
第
士
葡
）
、
そ
し
て
そ
の
眞
の
理
由
は
刑
罰
に
封
す
る
義
務
は
慮
當

　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ
ド
レ

か
ら
生
じ
、
鷹
當
ば
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
、
け
だ
し
そ
れ
は
、
他
に
そ
れ
以
上
我
々
自
身
の
も
の
で
あ
る
も
の
は
な
い
よ
う
な
、
從
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
オ
ル
ン
タ
ス

て
、
「
自
己
固
有
の
も
の
」
（
象
驚
轟
＆
象
禽
）
　
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
鮎
思
思
に
そ
の
淵
源
を
有
す
る
か
ち
だ
と
な
す
。
か
く
て
グ
灘
｝
チ



ウ
ス
は
．
爾
親
が
子
の
行
爲
の
た
み
死
珊
に
塵
せ
ら
れ
る
こ
と
も
潮
ま
た
予
が
爾
親
の
行
爲
の
た
め
死
珊
に
慮
せ
ら
れ
る
こ
と
も
禁
す
る
融

意
法
に
っ
い
て
論
じ
た
後
、
從
属
者
た
る
入
民
が
．
そ
の
王
奮
た
は
統
治
者
の
犯
罪
行
爲
の
た
め
に
罰
せ
ら
れ
得
る
か
否
か
の
論
議
に
入

聾
（
第
＋
七
範
本
來
的
に
ぼ
人
民
が
罰
せ
ら
れ
得
ぬ
こ
と
、
同
意
し
な
か
つ
た
個
人
は
、
全
髄
の
犯
罪
行
爲
の
た
め
罰
せ
ら
れ
得
ぬ
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
一
）
　
本
章
表
題
の
原
語
は
藷
醤
窪
鷺
q
匿
8
B
唐
鄭
随
＄
江
9
竈
英
課
ヶ
ム
プ
リ
ッ
ヂ
版
は
『
從
犯
　
ハ
ト
8
0
誘
鴛
一
窃
）
の
刑
罰
に
づ
い
で
』
と
あ

　
る
。

（
二
）
グ
買
薯
チ
ウ
ス
は
家
の
，
郊
く
い
う
。
珊
皿
割
の
分
配
問
題
ぱ
、
犯
罪
行
爲
に
参
撫
し
た
者
、
或
は
そ
の
他
の
者
に
關
聯
が
あ
る
。
そ
の
前
者
は
、
仙
人

　
の
犯
罪
行
爲
と
い
う
よ
夢
、
む
し
ろ
自
己
の
犯
罪
行
旙
の
た
め
に
罰
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
い
か
な
る
も
の
か
は
、
不
皿
に
惹
起
し
た
損
害

　
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
（
第
二
巻
第
十
七
章
第
六
節
）
か
ら
明
か
で
あ
る
。
け
だ
し
人
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
、
損
害
に
滲
加
す
る
と
同
じ
方
法

　
で
、
犯
罪
行
爲
に
参
癖
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
損
害
に
劃
す
る
責
任
が
生
ず
審
場
合
は
、
常
に
犯
罪
行
爲
が
存
す
る
と
は
限
ら
ず
、
た
穿
一
暦
明

　
瞭
な
る
悪
意
（
筥
甥
蜂
㌶
）
が
附
難
す
る
時
に
の
み
、
こ
れ
が
存
す
る
。
け
だ
し
惹
起
し
た
損
害
に
封
す
る
責
任
を
生
ぜ
し
め
峻
o
に
は
、
如
何
な
る
種
類

　
の
過
失
（
。
巳
冨
）
で
も
充
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
第
一
節
第
一
項
）
。
從
っ
て
、
悪
行
（
富
。
甚
琶
註
鑑
O
磐
旨
）
を
命
じ
、
或
は
必
要
な
る
同
意
を
輿

　
　
　
　
　
オ
　
ペ

　
え
る
も
の
、
（
積
極
的
に
）
轄
助
を
爲
す
も
の
、
庇
護
を
與
え
る
も
の
、
何
等
か
他
の
方
法
で
、
犯
罪
自
騰
琴
滲
加
す
る
も
の
、
助
言
を
典
え
る
も
の
、
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ス

讃
し
或
は
承
認
す
る
も
の
、
本
雍
の
意
昧
の
法
に
よ
つ
て
禁
ず
べ
費
義
務
あ
る
に
拘
ら
ず
禁
ぜ
ぎ
る
も
の
、
同
様
に
被
害
者
に
劃
し
て
援
助
を
與
ふ
る
義

　
務
あ
る
に
拘
ら
ず
町
輿
え
ぬ
も
の
、
錬
止
す
ぺ
き
時
に
こ
れ
を
爲
ざ
ざ
る
も
の
黛
あ
る
法
に
よ
つ
℃
、
あ
る
事
嶺
只
を
知
ら
せ
る
義
務
あ
る
に
物
一
ら
ず
、
こ

れ
を
隠
蔽
す
る
も
の
ー
と
れ
ら
す
べ
て
は
、
刑
罰
を
課
す
る
に
適
わ
し
い
悪
意
が
存
す
る
場
合
は
、
こ
れ
を
罰
し
得
る
（
同
笙
重
）
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
シ
リ
ウ
ム

（
三
）
知
る
と
い
う
こ
と
は
意
思
を
も
有
す
る
、
帥
ち
意
圃
を
件
っ
光
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
と
な
す
。
（
第
二
節
第
二
項
）
ま
た
「
明
瞭
に
し
て
、
且
っ

　
し
ば
し
ぱ
生
ず
る
行
爲
を
、
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
推
定
し
得
る
」
と
な
す
（
同
第
六
項
）
．

（
四
）
　
こ
の
話
8
営
拐
を
英
澤
は
甚
①
篤
8
象
一
あ
暫
お
注
α
Q
①
同
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
版
は
蕊
＆
鼠
ε
と
諜
し
て
後
の
塁
気
言
岩
と
匪
別
し
、
佛
課
は

　
こ
れ
も
、
ま
た
後
の
緩
巳
○
旨
犀
を
も
一
、
器
浮
と
な
す
。

（
五
）
　
英
諜
は
「
刑
罰
を
課
す
る
自
然
権
を
有
す
る
」
と
あ
る
が
、
序
丈
よ
夢
や
瓦
遠
い
。

　
　
　
グ
・
ー
チ
ゥ
ス
「
職
翁
と
準
和
の
法
」
の
研
究
（
績
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
七
　
（
二
↓
三
）



グ
ロ
盲
チ
ウ
ス
「
臓
璽
と
李
和
の
法
」
の
砺
～
究
（
縛
ハ
篇
二
）

三
九
八
　
（
輔
三
四
）

（
六
）
　
こ
の
庇
護
は
歎
願
権
の
事
例
で
あ
つ
て
、
歎
願
椹
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
本
節
の
表
題
が
、
歎
願
椹
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
判
る
σ

　
こ
れ
は
今
日
の
庇
護
と
違
う
の
添
、
あ
つ
て
、
今
日
の
は
、
む
し
ろ
、
前
遮
の
奉
8
℃
ヨ
o
p
に
柵
當
す
る
よ
う
に
思
わ
拠
ろ
o

（
七
）
　
歎
願
者
の
訴
旭
の
原
困
た
る
犯
罪
が
、
自
然
法
ま
た
は
萬
民
法
に
よ
つ
て
禁
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
ぼ
、
、
事
件
ほ
歎
願
者
の
囑
す
る
國
の
國
民
法
に

　
よ
つ
て
裁
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
な
す
（
第
六
節
第
二
節
）
。

（
八
）
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
、
こ
』
で
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
「
全
あ
る
と
こ
ろ
に
個
も
存
す
る
。
杢
は
個
な
く
し
て
は
存
し
得
な
い
。
け
だ
し
集
合
し
た
個
ま

　
　
　
ス
ム
マ

　
た
は
、
完
全
と
し
℃
考
え
ら
れ
る
個
が
全
を
形
成
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
の
言
葉
を
引
用
し
℃
い
る
。

（
九
）
　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
こ
エ
で
神
の
後
の
復
讐
の
観
念
を
も
ち
幽
し
て
、
紳
意
法
に
か
瓦
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
人
意
法
と
は
異
な
る
か
ら
だ
と
な
し
、

　
「
も
し
子
孫
が
》
、
の
組
先
の
徳
行
の
た
め
に
、
名
讐
と
報
酬
を
受
げ
る
こ
と
が
正
し
い
な
ら
ぱ
、
祀
先
の
罪
行
の
た
め
に
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
も
正
し
い

　
と
論
ず
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
善
行
の
性
質
は
、
危
害
と
な
る
こ
と
な
し
に
、
何
入
に
も
與
え
得
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
刑
罰
は
そ
う
で
は
な
い
か

　
ら
で
あ
る
」
と
論
ず
る
。

（
一
〇
）
　
直
接
損
害
と
は
あ
る
者
が
自
己
の
擢
利
に
よ
っ
て
所
有
す
る
も
の
を
失
う
こ
と
で
あ
り
、
問
接
損
害
と
は
、
あ
る
者
が
、
他
の
方
法
で
も
所
有
し

　
得
る
如
き
も
の
を
、
所
有
し
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
、
と
な
し
、
前
述
の
如
く
、
全
燈
の
人
格
を
代
表
す
る
多
数
者
の
犯
罪
行
爲
が
、
杢
艦
の
過
失
と
な

　
る
場
合
、
そ
し
て
、
こ
の
た
め
、
國
家
的
自
由
や
要
塞
そ
の
他
の
財
産
を
失
う
場
合
は
、
こ
の
損
害
は
、
無
膏
な
個
人
も
蒙
る
が
、
こ
れ
は
直
接
で
は
な

　
く
、
全
盤
を
通
じ
て
個
人
に
囑
す
る
も
の
の
み
に
關
し
て
で
あ
る
、
と
な
す
。

（
一
一
）
　
こ
れ
は
、
保
誰
人
の
責
任
な
ど
に
關
す
る
も
の
哺
、
あ
る
。
な
お
、
公
釜
の
た
め
國
象
が
保
有
す
る
優
位
的
所
有
椹
に
關
係
あ
る
私
有
権
の
場
合
、

　
か
』
る
梅
利
に
よ
つ
て
所
有
す
る
も
の
を
、

他
人
の
犯
罪
行
爲
の
た
め
、
奪
わ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
な
か
に
は
眞
の
刑
罰
は
存
せ
ず
、
こ
れ
を
奪
い
去
つ

　
た
者
に
存
し
た
以
前
の
灌
利
の
行
使
が
存
す
る
、
と
な
す
o

七
　
不
正
な
る
戦
争
の
原
因
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
二
＋
二
章
）

　
グ
様
ー
チ
ウ
ス
は
次
に
．
第
二
巻
第
一
章
の
胃
頭
で
、
た
Ψ
提
示
さ
れ
た
に
止
ま
っ
て
い
た
戦
争
の
原
因
の
詳
説
に
は
い
る
。
彼
は
、
こ

れ
を
、
不
正
な
る
原
因
（
鐘
、
干
二
章
）
疑
あ
る
原
因
（
第
二
±
髭
早
）
正
し
き
原
因
（
箏
午
四
章
）
他
人
の
た
め
に
戦
雫
を
行
う
原
因
（
第
二



＋
五
章
）
他
人
の
支
配
構
の
下
に
あ
る
も
の
が
鞍
雫
を
行
う
正
し
き
原
因
（
第
二
＋
六
童
　
に
わ
け
て
説
明
す
る
。
す
で
に
た
ぴ
た
び
搬
摘
し

た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
私
法
關
係
の
問
題
が
廣
範
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
～
で
は
、
國
際
法
の
研
究
に
役
立
つ
も
の
の
み
を
抜
牽
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
輔
）

　
ま
す
戦
孚
の
原
因
は
正
當
化
し
得
る
原
因
（
。
聾
霧
冒
経
ゆ
β
）
と
誘
因
（
。
醤
鶏
艶
器
・
身
）
に
わ
け
て
、
そ
の
匪
別
を
説
明
し
（
第
一

節
）
こ
れ
ら
の
二
原
因
を
厭
く
戦
争
は
野
攣
で
あ
る
こ
と
　
（
讐
葡
）
、
正
當
化
し
得
る
原
因
を
有
せ
す
、
誘
因
を
有
す
る
職
争
は
盗
賊
の
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

雫
で
あ
る
こ
と
　
（
篁
二
節
）
を
述
べ
、
さ
ら
に
、
正
し
い
理
性
に
照
し
て
見
れ
ば
、
不
正
と
な
る
よ
う
な
原
因
を
、
あ
た
か
も
正
當
化
し
得

る
よ
う
な
原
因
（
蜜
嘉
即
ρ
壼
巴
廿
駐
ゆ
舞
）
換
一
冒
す
れ
ば
、
誤
つ
て
正
義
の
外
観
を
有
す
る
原
因
が
存
す
る
と
な
す
（
第
四
節
）
。
か
玉
る
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

合
は
、
問
題
は
誰
が
最
も
正
し
い
か
と
い
う
の
で
ば
な
く
し
て
、
誰
が
最
も
張
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
か
く
て
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
不
正
な
る
原
因
の
主
な
る
も
の
と
し
て
、
ま
す
不
確
實
な
る
恐
怖
を
撃
げ
、
隣
人
の
槽
力
に
封
ず
る
恐
怖
は
、

難
の
如
く
（
灘
騰
鰍
）
募
盗
因
震
－
、
、
覆
．
が
正
當
肇
め
振
、
そ
れ
が
必
然
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
象
、
隣
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ニ
ム
ス

権
力
の
み
な
ら
す
、
そ
の
意
圖
に
つ
い
て
も
確
實
で
な
い
限
り
、
そ
れ
は
必
然
的
と
い
え
な
い
、
そ
し
て
、
そ
の
確
實
性
の
程
度
は
、
道
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

的
事
柄
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
確
實
性
あ
る
も
の
た
る
こ
と
を
要
す
る
、
と
な
す
。
グ
鷺
ー
チ
ウ
ス
は
、
こ
の
他
、
必
然
的
な
ら
ざ
る
利
盆
、

よ
り
良
き
土
地
に
封
す
る
欲
望
な
ど
、
民
法
上
の
問
題
に
入
る
よ
う
な
若
干
の
原
因
を
撃
げ
た
後
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
ま
た
不
正
な
る
原

因
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ベ
ル
タ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
ト
ノ
ミ
ア

　
（
扁
）
　
從
厩
せ
る
人
民
の
間
に
お
け
る
自
由
に
甥
す
る
欲
望
　
　
個
人
た
る
と
國
家
た
る
と
を
問
わ
す
、
自
由
（
き
Φ
濤
錺
）
即
ち
自
主

（
慰
8
器
嵐
9
）
は
、
ぞ
れ
が
あ
た
か
も
、
自
然
的
に
、
且
つ
常
に
す
べ
て
の
も
の
に
馬
す
る
が
如
く
に
は
、
戦
争
の
礎
利
を
輿
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
ヌ
ム
　
フ
ア
ク
ツ
ム

け
だ
し
自
由
が
自
然
に
よ
つ
て
、
人
寿
或
は
入
民
に
驕
す
る
と
い
わ
れ
る
時
は
、
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
間
の
欺
態
に
先
行
す
る
自
然
法
に

　
　
　
　
　
　
　
ヵ
タ
　
ス
テ
レ
シ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
タ
じ
ヘ
ナ
ン
チ
オ
テ
タ

つ
い
て
、
ま
た
「
冤
除
に
よ
る
」
（
馨
轟
q
試
き
q
§
、
自
由
に
つ
い
て
理
解
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
「
非
爾
立
に
ょ
る
」
（
嚢
醤
、
臥
暴
§
臥
§
ぎ
）

　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
磐
し
」
、
牛
知
の
法
」
の
硯
究
（
儒
狽
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
・
九
　
（
一
三
五
）



　
　
　
　
ク
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
争
と
．
亭
和
の
法
」
の
研
究
（
綾
億
扁
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
　
（
嚇
窯
六
）

自
由
に
つ
い
て
理
解
す
べ
き
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
何
人
も
自
然
的
に
奴
隷
で
は
な
い
が
、
決
し
て
奴
隷
に
な
ら
な
い
と
い
う
穫
利

を
も
っ
て
い
な
め
、
け
だ
し
、
か
玉
る
意
味
で
は
何
人
も
自
由
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
正
當
な
原
因
に
よ
っ
て
、
個
人
的
ま
た
は
國
家
的
奴

隷
と
な
つ
た
も
の
は
、
自
己
の
地
位
に
満
足
す
べ
き
で
あ
る
（
第
＋
一
節
）
。

　
（
二
）
　
他
の
も
の
の
意
思
に
反
し
て
、
そ
の
編
祉
の
た
め
と
の
口
實
を
以
て
、
こ
れ
を
支
配
せ
ん
と
す
る
意
思
　
　
あ
た
か
も
、
あ
る
も

の
が
奴
隷
に
適
わ
し
い
と
考
え
て
、
こ
れ
ら
を
武
羅
で
服
從
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
も
不
當
で
あ
る
。
け
だ
し
、
た
と
え
あ
る
も
の
が
、
何

人
か
に
利
盆
を
も
な
ら
す
と
し
て
も
、
直
ち
に
、
力
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ら
を
彼
等
に
押
つ
け
る
穫
利
は
な
く
、
理
性
を
用
い
る
も
の
は
、
他

入
が
彼
等
に
封
し
て
、
あ
る
灌
利
を
取
得
し
な
い
限
り
、
有
用
な
も
の
と
有
用
な
ら
ざ
る
も
の
を
選
揮
す
る
自
由
を
有
す
べ
き
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
（
子
供
の
揚
合
は
別
で
あ
る
）
（
第
±
葡
）
。

　
（
三
）
皇
帝
に
封
し
て
世
界
的
支
配
の
資
格
を
與
え
る
こ
と
　
　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
こ
玉
で
ロ
ー
マ
皇
帝
の
支
配
穰
を
論
じ
、
か
玉
る
槽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ナ
ル
ト
ア

利
が
人
類
に
有
釜
で
あ
る
と
の
理
由
で
皇
帝
に
認
め
ん
と
す
る
グ
ン
テ
（
「
主
國
論
」
第
二
巻
）
を
反
駁
し
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
利
釜
は
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

に
俘
う
不
利
釜
に
よ
、
つ
て
相
殺
さ
れ
る
と
な
し
、
た
と
え
こ
れ
が
利
盆
を
も
た
ら
す
と
し
て
も
、
支
配
椹
は
決
し
て
、
こ
れ
か
ら
生
す
る
こ

と
は
な
く
、
支
配
穫
は
、
合
意
か
刑
罰
に
よ
る
他
は
生
じ
得
な
い
か
ら
で
あ
つ
て
、
け
だ
し
支
配
権
の
喪
失
ま
た
は
攣
更
の
態
様
は
、
他
の

皇
帝
に
っ
い
て
も
、
・
ー
マ
皇
帝
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
な
す
（
第
士
一
葡
）
。

　
（
四
）
教
會
に
封
し
て
世
界
的
支
配
の
資
格
を
與
え
る
こ
と
　
　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
さ
ら
に
教
會
に
っ
い
て
、
そ
の
世
界
的
支
配
構
な
き

こ
と
を
聖
書
を
解
繹
し
な
が
ら
論
す
る
（
第
＋
四
節
）
。

　
（
五
）
嚴
格
な
意
味
で
は
法
的
で
な
い
が
、
あ
る
他
の
淵
源
か
ら
は
當
然
の
も
の
と
な
る
も
の
を
得
ん
と
す
る
欲
望
　
　
あ
る
も
の
が
、

本
來
の
意
味
に
お
け
る
正
義
か
ら
で
な
く
、
寛
大
、
親
切
、
慈
悲
、
或
は
慈
愛
の
如
ぎ
、
あ
る
他
の
徳
か
ら
、
あ
る
も
の
を
負
う
と
し
て

も
、
こ
れ
を
裁
判
所
で
講
求
し
得
ぬ
如
く
、
武
器
に
よ
っ
て
こ
れ
を
講
求
し
得
な
い
、
と
な
す
第
生
ハ
節
）
。



　
最
後
に
、
グ
・
ー
チ
胃
ス
は
、
不
正
の
原
因
を
有
す
る
戦
争
と
、
他
の
種
類
の
害
悪
の
附
加
さ
れ
た
戦
争
と
の
庵
別
を
行
う
（
第
＋
七
節
）
。

鄙
ち
、
戦
争
の
正
し
い
原
因
が
存
し
な
が
ら
、
戦
争
を
行
う
に
あ
た
つ
て
、
こ
れ
を
行
う
も
の
の
意
圖
か
ら
害
悪
が
生
す
る
揚
合
を
考
慮

し
、
例
え
ば
、
名
碁
欲
、
戦
雫
自
膿
か
ら
期
待
さ
れ
る
私
的
ま
た
は
公
的
の
利
釜
に
封
す
る
欲
望
、
或
は
、
善
悪
の
湿
別
な
く
、
他
人
の
災

難
を
樂
し
む
如
き
明
が
に
不
法
な
感
情
の
如
き
、
あ
る
も
の
が
有
す
る
椹
利
か
ら
生
す
る
数
果
よ
り
も
は
る
か
に
大
な
る
程
度
の
数
果
で
、

戦
雫
を
行
う
も
の
の
意
圖
を
動
か
す
こ
と
が
あ
る
が
、
正
當
化
し
得
る
原
因
を
鉄
か
ぬ
場
合
は
、
假
に
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
罪
で
あ
る
と
し

て
も
、
戦
争
自
膿
を
も
、
本
來
の
意
昧
に
お
い
て
不
法
と
爲
す
こ
と
は
な
く
、
從
っ
て
、
か
玉
る
戦
争
か
ら
ば
賠
償
の
義
務
は
生
じ
な
い
、

と
な
す
（
第
十
七
節
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ロ
フ
ア
シ
ス

　
　
（
輔
）
房
庭
励
を
最
初
に
行
つ
た
ボ
琶
ピ
隻
は
、
前
者
が
、
公
に
主
張
さ
れ
ろ
慣
わ
し
で
あ
る
と
め
理
由
で
冒
筥
（
慧
曾
邑
と
呼
ぴ
（
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
チ
ア

　
　
　
イ
ウ
ス
は
「
名
目
」
篇
酔
乱
蕊
と
呼
ぶ
）
後
者
を
「
原
因
」
（
＆
↓
鴛
）
と
呼
ぶ
。
こ
の
0
9
器
幽
ω
蝿
器
o
ユ
節
は
英
諜
で
は
℃
霞
讐
器
辱
①
O
即
蔭
器
岡
ケ
ム

　
　
　
プ
リ
ッ
ヂ
版
は
量
需
浸
夷
。
聾
β
佛
誰
は
。
き
爺
ρ
鼠
一
。
呂
魯
轟
8
鴇
色
霞
と
あ
る
。
動
機
と
な
る
誘
因
と
考
え
る
。

　
　
（
3
こ
れ
に
委
當
す
る
も
の
と
し
℃
、
・
ー
マ
の
法
學
者
の
「
あ
る
者
が
斯
有
物
の
原
因
を
問
わ
れ
た
時
、
斯
有
の
事
實
以
外
の
他
の
原
因
を
述
べ
な
い

　
　
　
時
は
盗
賊
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
引
い
℃
い
る
。

　
　
（
三
）
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
こ
瓦
で
「
ぼ
と
ん
ど
す
べ
℃
の
王
は
、
亭
和
と
職
雫
と
い
う
二
っ
の
名
を
、
あ
た
か
も
貨
幣
を
用
い
る
よ
う
に
、
霊
し
い
竜
の
で

　
　
　
は
な
く
、
利
盆
を
も
た
ら
す
も
の
を
獲
得
す
る
た
め
に
用
い
ゑ
と
の
プ
ル
タ
ル
ク
ス
の
言
葉
を
引
い
℃
い
る
。

　
　
（
囲
）
　
い
か
な
る
合
意
に
も
拘
束
さ
れ
な
い
隣
人
が
、
彼
自
ら
の
領
土
に
要
塞
を
築
造
し
、
或
は
他
日
我
々
を
害
す
る
よ
う
な
、
あ
る
飽
の
防
備
を
爲
す
揚

　
　
　
合
は
、
決
し
て
職
箏
の
盛
し
い
原
因
を
提
供
し
な
い
、
か
無
る
恐
怖
に
封
し
て
は
、
我
々
ほ
、
我
々
の
領
土
の
上
に
こ
れ
に
封
抗
す
る
防
備
を
な
し
、
或

　
　
　
は
類
似
の
救
濟
手
段
を
執
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
武
力
に
訴
え
る
べ
き
で
な
い
と
な
す
。

　
　
（
五
）
　
人
問
の
数
お
よ
び
土
地
と
土
地
と
の
距
離
が
、
　
幅
つ
の
統
治
を
不
能
な
ら
し
め
る
ぼ
ど
大
き
く
な
夢
得
る
、
と
の
ア
夢
ス
事
テ
レ
ス
の
冒
葉
を
引
い

　
　
　
で
い
る
。

　
　
　
　
　
グ
・
ー
チ
ウ
λ
「
職
箏
と
亭
和
の
法
」
わ
研
究
戸
綾
篇
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
輔
　
二
三
七
）



グ
ロ
馨
チ
ウ
ス
　
「
職
箏
と
季
和
の
法
」
の
砺
究
（
績
篇
二
）

四
〇
二
　
（
嶋
三
八
》

八
　
疑
あ
る
戦
争
の
原
因
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
二
＋
三
章
）

　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
ま
ず
道
徳
的
間
題
で
は
、
些
細
の
情
況
で
も
素
材
を
攣
化
し
、
検
討
の
主
題
た
る
形
相
が
、
通
常
中
間
的
な
あ
る
も
の

を
有
し
、
か
く
て
、
爲
す
べ
き
こ
と
と
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
の
間
に
は
爲
す
こ
と
を
許
さ
れ
る
中
間
が
存
し
、
こ
れ
は
時
に
は
前
者
に
、

時
に
は
後
者
に
近
接
す
る
、
こ
玉
に
眞
に
正
し
い
も
の
と
、
正
し
く
見
え
る
も
の
を
匠
別
す
る
困
難
が
生
す
る
と
て
、
「
疑
あ
る
戦
雫
の
原

因
」
の
生
す
る
可
能
性
を
論
じ
た
後
（
第
一
節
）
、
第
｝
に
注
目
す
べ
き
嘆
た
と
え
あ
る
こ
と
が
そ
れ
自
膿
に
お
い
て
正
し
く
と
も
、
す
べ

て
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
不
正
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
が
こ
れ
を
行
っ
た
時
は
、
そ
の
行
爲
は
邪
で
あ
る
、
即
ち
「
心
の
命
令
に
反
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

と
を
爲
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
て
到
断
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
を
警
め
て
い
る
（
第
二
節
）
。
そ
し
て
、
も
し
峻
巡
の
存
す
る
と
き
ば
、
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
じ

す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
決
し
、
或
は
、
疑
あ
る
も
の
を
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
ら
も
ま
た
行
い
得
ぬ
と
き
は
、
よ
り
不
正
な
ら
ざ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

う
に
見
え
る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
け
だ
し
選
揮
を
避
け
得
ぬ
と
き
は
、
常
に
よ
り
小
な
る
悪
は
、
善
の
性
格
を
帯
び
る
と
な
す

（
同
第
二
項
）
。

　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
さ
ら
に
、
こ
の
判
断
ぱ
、
事
實
よ
り
抽
出
さ
れ
た
論
議
（
原
因
、
数
果
お
よ
ぴ
そ
の
他
の
附
随
的
な
も
の
よ
り
行
わ
れ

る
）
に
よ
り
、
或
は
こ
れ
に
關
す
る
他
人
の
見
解
に
よ
つ
て
、
疑
あ
る
事
柄
を
中
間
に
止
め
る
こ
と
な
く
、
い
す
れ
か
の
方
向
に
向
け
さ
せ

る
こ
と
（
第
三
範
或
は
ま
た
、
あ
る
程
度
の
経
験
と
熟
建
、
換
言
す
れ
ば
罐
威
に
よ
つ
て
も
い
す
れ
か
の
方
向
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
（
第
四

　
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
b
　
　
　
　
ヤ
、

唖
を
論
じ
た
後
、
重
大
な
事
項
で
、
爾
者
い
す
れ
に
も
疑
が
あ
り
、
且
つ
そ
の
い
す
れ
か
を
選
ぶ
べ
ぎ
場
合
は
、
よ
り
安
全
な
よ
り
不
法

な
ら
ざ
る
も
の
を
探
る
べ
ぎ
で
あ
り
（
第
五
節
V
從
つ
て
、
疑
あ
る
場
合
ぱ
、
戦
争
を
差
握
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
て
（
第
六
節
）
、
紛
孚
を

戦
に
よ
ら
す
に
解
決
す
る
三
種
の
方
法
、
、
印
ち
（
｝
）
會
議
　
（
亀
一
β
三
蝉
ぎ
）
1
ー
現
在
國
際
法
學
者
の
い
う
紛
争
の
相
手
國
と
の
直
接
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
こ

渉
で
あ
る
ー
（
第
七
節
）
（
二
）
仲
裁
（
零
豆
隻
吾
三
（
第
八
箏
ー
グ
ロ
駐
チ
ウ
ス
は
特
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
る
諸
王
．
お
よ
び
諸
國
家



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
四
）

は
．
戦
孚
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
の
方
法
を
執
る
よ
う
に
拘
東
嫌
、
～
れ
て
い
る
と
な
す
ー
－
お
よ
ぴ
ハ
三
》
抽
銭
を
墨
げ
る
。
グ
p
ー
チ
ゥ
λ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

は
こ
玉
で
、
若
干
の
問
題
の
考
察
を
行
つ
た
後
、
最
後
に
、
｝
、
戦
争
か
爾
當
事
者
の
各
々
の
側
か
ら
見
て
正
し
く
行
わ
れ
得
る
か
否
か
」
の
論

議
に
入
る
が
、
彼
は
こ
れ
を
訴
訟
の
提
起
と
の
比
喩
に
よ
つ
て
読
明
し
て
い
る
。
邸
ち
、
ま
す
噸
、
正
し
善
こ
　
（
甘
㎝
菖
鍔
）
と
』
う
言
葉
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

っ
種
々
な
る
意
味
を
吟
味
し
た
後
、
「
特
別
の
意
昧
で
．
且
っ
事
柄
自
禮
に
關
聯
さ
ぜ
る
な
ら
ば
、
戦
孚
ば
訴
訟
と
同
様
，
双
方
に
正
し
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ゲ
ン
ヅ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ム
ペ
テ
イ
ヱ
ノ
ヅ
ム

い
う
こ
と
は
あ
り
得
蹴
い
。
け
だ
し
．
事
柄
自
騰
の
性
質
に
よ
つ
て
．
道
徳
的
能
力
ば
、
行
爲
す
る
こ
と
と
、
こ
れ
を
妨
げ
る
こ
と
の
如
く
、

反
封
の
こ
と
に
封
し
て
ぱ
興
え
ら
れ
得
ぬ
か
ら
で
あ
る
σ
し
か
し
爾
交
職
國
共
に
、
不
正
に
戦
争
を
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
生
じ
得
る
。

け
た
し
、
何
人
も
、
彼
が
不
正
な
る
こ
と
を
行
う
こ
と
を
知
ら
す
し
て
は
、
不
正
に
行
う
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
つ
て
、
こ
の
黙
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ナ
じ
フ
イ
デ

い
て
ぱ
、
多
く
の
も
の
は
知
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
各
當
事
國
は
、
正
し
く
、
鄙
ち
、
善
意
を
以
て
、
訴
訟
を
提
起
し
得
る
の
で
あ

る
。
け
だ
し
人
た
は
法
に
お
い
て
も
、
事
實
に
お
い
て
も
、
樺
利
の
淵
源
た
る
多
く
の
事
を
通
常
看
過
す
る
か
ら
で
あ
る
。
」
「
｝
般
的
な
意

味
で
は
、
正
し
い
と
通
常
い
わ
れ
る
こ
と
ぱ
、
行
爲
者
の
側
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
過
失
の
存
せ
ざ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
多
ぐ
の
事
は
灌
利
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
グ
ノ
ラ
ン
チ
ァ

く
、
し
か
も
不
可
避
的
な
無
知
の
た
め
、
過
失
な
し
に
行
わ
れ
る
。
」
と
て
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て
論
す
る
が
、
「
戦
争
の
場
合
は
、
事
が

重
大
で
あ
る
か
ら
ー
こ
れ
は
全
く
軍
な
る
蓋
然
的
な
原
因
に
満
足
睡
、
す
、
出
凍
得
る
限
り
、
明
瞭
な
原
因
を
要
求
す
る
か
ら
」
－
無
暴
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ス
ツ
ム

慈
愛
（
睾
Φ
＆
・
）
　
の
訣
除
と
が
何
等
の
役
割
も
演
じ
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
杢
く
有
り
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
「
も
し
正
し
い
と

い
う
言
葉
を
、
あ
る
法
的
歎
果
に
關
聯
さ
せ
て
解
繹
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
意
昧
で
は
、
職
争
は
い
す
れ
の
側
か
ら
も
正
し
く
あ
り
得
る
ζ
と

は
確
か
で
あ
る
。
け
だ
し
、
法
に
從
つ
て
輿
え
ら
れ
な
い
判
決
も
、
ま
た
椹
利
な
き
所
有
も
、
あ
る
法
的
敷
果
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と

蓮
べ
、
こ
の
論
謹
を
正
式
の
公
的
戦
争
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
行
う
と
結
ん
で
い
る
（
第
＋
三
節
）
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
ヂ
ス

　
　
（
一
）
　
パ
ウ
ロ
の
「
す
べ
て
信
仰
に
よ
ら
ぬ
事
は
罪
な
り
」
の
言
葉
に
お
け
る
信
仰
は
醇
物
に
封
す
る
心
の
判
断
を
意
味
し
惣
紳
は
人
問
の
行
爲
に
潟
す
る

　
　
　
糟
導
と
し
て
判
断
力
を
與
え
給
う
た
、
と
な
す
。

　
　
　
　
グ
ロ
馨
チ
ウ
ス
「
　
載
争
と
耶
和
の
法
」
の
研
究
（
綾
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
四
〇
三
　
（
ご
一
一
九
）



グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
翁
と
翠
和
の
法
」
の
研
究
（
繕
ハ
篇
二
）

四
〇
四
　
（
耐
四
〇
》

（
二
）
　
こ
』
で
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
知
識
の
す
べ
℃
の
部
門
の
諸
原
則
を
充
分
に
習
得
し
、
或
は
考
量
す
る
暇
が
ほ
と
ん
ど
な
い
王
達
は
特
に
か
』
る
判
噺

　
の
方
法
を
用
い
る
べ
き
で
、
「
賢
き
渚
の
集
り
は
、
王
を
賢
く
す
る
」
と
の
ゲ
ル
リ
ウ
ス
の
言
葉
を
引
き
、
ま
た
、
古
代
・
ヌ
マ
人
は
、
特
に
設
け
た
司
祭

　
團
に
協
議
せ
ず
に
職
雫
を
行
わ
な
か
つ
た
慣
わ
し
を
引
い
て
い
る
。

（
三
）
　
こ
れ
は
共
通
の
裁
剣
官
（
甘
含
雷
）
を
も
た
ぬ
も
の
の
間
に
お
け
る
仲
裁
協
定
（
8
一
も
8
一
三
ω
聲
皆
）
で
、
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
、
こ
エ
で
仲
裁
の
行

　
わ
れ
た
事
例
を
撃
げ
て
い
る
。

（
四
）
　
公
亭
な
る
第
三
者
が
紛
璽
を
解
決
し
、
事
實
に
お
い
て
衡
軍
な
條
件
で
講
和
を
受
諾
す
る
こ
と
を
當
事
者
に
強
制
す
る
措
置
を
執
9
得
る
場
合
は
、

　
キ
リ
ス
ト
教
國
の
會
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
有
釜
で
あ
サ
、
あ
る
程
度
ぽ
必
要
で
あ
ろ
う
、
と
グ
物
ー
チ
ウ
ス
は
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た

（
五
）
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
抽
籔
に
類
似
す
る
職
翁
回
避
の
方
法
と
し
て
果
し
合
い
（
。
巽
言
舅
窪
旨
あ
岳
胃
①
）
を
暴
げ
る
。
他
の
方
法
で
は
紛
雫
が
全
人

　
民
に
劃
し
て
蔓
だ
大
な
る
危
害
を
生
ぜ
し
め
る
よ
う
な
場
合
に
、
紛
争
の
當
事
者
が
武
器
に
よ
つ
て
紛
雫
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
全
く
斥
け
る

　
べ
き
で
な
い
と
な
す
が
（
第
十
節
）
こ
れ
は
國
家
聞
の
紛
争
解
決
に
は
關
係
な
い
こ
と
で
あ
る
。
衣
に
民
法
上
の
問
題
と
し
て
、
「
い
ず
れ
の
側
の
疑
も
同

　
等
な
揚
合
は
所
有
者
の
條
件
が
一
暦
優
位
す
る
」
と
て
、
原
因
に
疑
あ
る
揚
合
に
は
、
各
當
事
者
が
職
争
を
避
け
る
ぺ
き
條
件
の
褒
見
を
試
み
る
義
務
が

　
あ
る
と
し
て
も
、
要
求
を
爲
す
者
は
、
所
有
す
る
者
よ
り
も
、
こ
れ
を
試
み
る
義
務
が
大
で
あ
る
と
な
す
（
第
十
一
節
）
。

（
六
）
　
あ
る
こ
と
は
、
或
は
そ
の
原
囚
か
ら
、
或
は
そ
の
効
果
か
ら
正
し
い
と
い
わ
承
る
。
さ
ら
に
、
原
因
か
ら
正
し
い
と
い
わ
れ
る
時
は
、
．
或
は
そ
の
特

別
の
意
味
に
お
い
で
、
或
は
、
す
べ
て
の
正
し
い
行
爲
を
含
堂
般
的
な
意
味
に
お
い
て
、
そ
う
い
わ
れ
る
。
き
ら
に
特
別
の
意
味
は
、
行
爲
に
關
す
る

　
も
の
と
、
行
爲
者
に
關
す
る
も
の
と
に
琶
別
き
れ
、
前
者
は
積
極
的
、
後
者
は
清
極
的
と
呼
ば
れ
得
る
。
け
だ
し
、
行
爲
者
自
身
は
、
彼
が
不
正
に
行
爲

　
し
な
い
限
ロ
、
さ
ら
に
、
彼
の
行
う
こ
と
が
正
し
く
な
い
場
合
で
す
ら
、
し
ば
し
ぱ
正
し
く
行
爲
す
る
と
い
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
不
正
に
行
爲

　
す
る
こ
と
」
（
さ
黙
．
9
薦
守
）
と
「
不
正
な
る
こ
と
を
行
う
こ
と
」
（
さ
翻
ミ
豊
笥
嵐
ミ
S
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
正
し
く
涯
別
し
て
い
る
（
第
十
三
節
第

　
一
項
）
。

九

正
し
い
原
因
の
た
め
に
す
ら
、

（
第
二
省
第
ご
十
四
章
）

戦
争
を
無
暴
に
行
う
べ
き
で
な
い
こ
と



　
次
に
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
「
戦
雫
の
法
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
本
著
作
の
本
來
の
部
分
か
ら
離
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
灌
利
が
充
分
確
か
な

場
合
は
、
直
ち
に
戦
孚
を
行
う
べ
ぎ
だ
と
か
、
或
は
戦
孚
ぱ
い
か
な
る
場
合
に
も
許
さ
れ
得
る
な
ど
と
考
え
な
い
よ
う
に
、
他
の
徳
に
基
い

て
、
誤
解
を
匡
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
冒
頭
し
た
後
、
戦
争
を
避
け
る
た
め
に
は
し
ぱ
し
ば
樺
利
（
特
に
刑
罰
権
）
を
勉
棄
す
べ
き
こ
と

（
第
一
、
二
節
）
王
は
自
己
お
よ
ぴ
自
己
に
属
す
る
者
の
た
め
に
す
ら
、
し
ば
し
ば
戦
争
を
避
け
る
べ
き
こ
と
（
第
四
節
）
飴
儀
な
き
場
合
、

ま
た
最
大
の
好
機
に
お
い
て
、
最
大
の
原
因
を
有
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
戦
雫
を
行
う
べ
き
で
な
い
こ
と
（
第
べ
、
九
節
）
を
忠
告
し
、
目
撃

さ
れ
る
戦
雫
、
の
害
悪
を
張
調
し
て
い
る
（
第
＋
節
）
。
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
ぱ
、
前
記
の
忠
告
に
當
つ
て
、
戦
孚
を
避
け
る
た
め
に
、
「
善
な
る
こ
と

の
選
揮
に
つ
い
て
思
慮
の
命
す
る
諸
規
則
」
を
提
示
し
て
い
る
が
（
第
五
節
）
こ
れ
は
倫
理
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
玉
で
は
省
略
す
る
。

た
穿
「
自
由
と
李
和
の
い
す
れ
を
欲
す
る
か
」
（
ま
①
客
舘
き
b
鋳
営
き
零
8
　
に
つ
い
て
の
考
慮
で
は
、
自
由
と
、
牛
和
の
定
義
が
撃
げ
ら

　
（
吋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
、
最
大
の
不
幸
な
人
民
の
破
滅
、
人
民
の
殺
鐵
を
避
け
る
に
ば
、
時
に
は
自
由
を
す
て
て
李
和
を
と
る
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か

ら
注
目
す
べ
き
で
あ
る
（
第
六
節
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ベ
ル
タ
ス
　
キ
ウ
イ
リ
ス

　
　
（
一
）
　
自
由
は
「
國
家
の
自
由
」
、
帥
ち
「
自
己
自
身
統
治
す
る
國
家
の
椹
利
」
　
（
甘
ω
目
罐
窪
◎
器
b
露
器
り
O
甘
9
芭
一
8
①
）
で
、
こ
の
穫
利
は
民
主
國
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ノ
ス

　
　
　
で
は
完
全
で
あ
妙
、
貴
族
國
家
で
は
制
限
的
で
あ
る
、
い
か
な
る
國
民
も
、
公
職
よ
り
排
除
き
れ
な
い
よ
う
な
國
家
で
は
特
に
完
全
で
あ
る
、
と
な
し
、

　
　
　
亭
和
は
破
滅
臨
戦
争
（
ぴ
①
＝
＝
旨
一
昌
一
①
目
目
①
蝕
冒
9
頃
一
）
を
排
除
す
る
如
き
も
の
で
あ
る
。
グ
ロ
互
チ
ウ
ス
は
こ
』
で
、
一
人
の
も
の
に
服
從
す
都
国
U
も
死

　
　
　
を
選
ぶ
と
か
、
奴
隷
の
身
分
よ
り
逃
れ
る
と
か
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
存
す
る
が
、
正
し
い
理
挫
は
こ
れ
と
異
な
る
こ
と
を
命
ず
る
、
印
ち
、
こ
の
世
の
す

　
　
　
べ
て
の
善
の
基
礎
で
あ
砂
、
且
つ
永
遠
准
る
善
の
契
機
た
る
生
命
は
確
か
に
、
自
由
よ
η
一
履
債
値
あ
る
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
は
個
人
の
揚
合
た
る
と
全

　
　
　
人
民
の
揚
合
た
る
と
を
問
わ
ぬ
、
と
て
無
用
の
破
滅
を
警
め
て
い
る
o

十
　
他
人
の
た
め
に
行
う
職
争
の
原
因
に
つ
い
て
（
第
二
巻
第
二
＋
五
章
）

ご
の
章
で
國
際
法
上
特
に
重
要
な
の
は
同
盟
者
に
封
す
る
援
助
で
あ
る
が
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
ま
す
各
人
は
自
然
的
に
、
自
己
の
権
利
の

　
　
　
グ
ロ
葺
チ
ウ
ス
　
「
職
箏
と
亭
和
の
法
」
の
｝
研
究
　
（
績
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
一
〇
五
　
（
回
孤
桝
一
）



　
　
　
　
　
ク
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
．
職
箏
と
李
和
の
法
」
の
研
究
（
績
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
六
　
（
輔
四
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ブ
デ
イ
ツ
ス

行
使
者
た
る
の
み
な
ら
す
、
他
入
の
椹
利
の
行
使
者
で
も
．
あ
る
こ
と
か
ら
（
第
『
巻
第
五
章
）
「
戦
孚
は
從
属
者
の
た
め
正
し
く
こ
れ
を
行
い

得
る
」
（
第
剛
節
）
、
し
か
し
戦
争
は
從
属
者
の
た
め
に
行
う
と
し
て
も
、
常
に
ば
こ
れ
を
行
う
べ
ぎ
で
な
い
」
（
篁
葡
）
と
な
し
、
こ
の
た
め

敵
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
た
無
菅
の
國
民
を
こ
れ
に
引
渡
す
こ
と
の
可
否
を
論
じ
た
後
　
（
第
三
節
）
防
衛
に
つ
い
て
ぱ
從
属
者
と
全
く
同
じ

　
ソ
キ
ウ
ス

の
同
盟
者
、
印
ち
李
等
ま
た
は
不
李
等
同
盟
條
約
國
の
た
め
に
も
戦
争
を
正
し
く
行
い
得
る
と
の
議
論
に
は
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
同

盟
條
約
中
に
は
防
衛
の
義
務
が
合
意
さ
れ
て
い
る
が
、
か
玉
る
合
意
は
、
正
し
い
原
因
を
有
し
な
い
戦
争
を
含
む
と
こ
ろ
ま
で
擾
大
さ
れ
得

な
い
こ
と
（
第
四
節
）
、
ま
た
戦
争
は
、
同
盟
條
約
に
よ
つ
て
義
務
を
負
う
て
い
な
い
も
の
の
た
め
に
も
、
友
情
と
し
て
こ
れ
を
行
い
得
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
テ
ル
ヨ
セ
　
コ
ン
ユ
ン

（
第
五
節
）
さ
ら
に
す
べ
て
の
人
た
の
た
め
に
も
こ
れ
を
行
い
得
る
と
な
す
（
第
六
節
）
。
こ
の
最
も
廣
汎
な
原
因
は
、
人
の
間
の
相
互
的
結
合
關

ク
チ
オ

、
係
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
自
鰹
の
み
で
、
援
助
を
與
え
る
に
充
分
な
も
の
で
あ
る
、
と
て
、
弱
者
防
衛
を
以
て
完
全
な
正
義
と
な
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
次
に
ぱ
、
あ
る
人
民
が
他
の
人
民
を
そ
の
危
害
よ
り
防
衛
す
る
義
務
を
有
す
る
か
否
か
の
間
題
に
入
り
、
も
し
危
瞼
が
明
か
な
場

合
ぱ
、
こ
の
義
務
は
な
い
と
て
、
こ
の
こ
と
を
キ
ケ
・
や
セ
ネ
カ
の
言
葉
に
よ
つ
て
論
謹
し
（
第
七
節
）
、
次
に
他
の
從
属
者
を
そ
の
支
配
者

に
よ
る
危
害
か
ら
防
衛
す
る
た
め
、
彼
等
の
た
め
に
戦
争
を
行
う
原
因
が
正
し
い
か
否
か
の
問
題
を
と
り
上
げ
、
國
家
肚
會
が
形
成
さ
れ
た

時
以
來
、
各
支
配
者
が
、
そ
の
自
己
の
從
属
者
に
封
し
て
あ
る
特
別
の
構
利
を
取
得
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
も
し
支
配
者
に
よ
る
危

害
が
明
か
な
場
合
、
か
玉
る
も
の
に
鍔
し
て
危
害
を
加
え
ら
れ
る
も
の
に
代
つ
て
、
職
争
を
行
い
得
る
と
な
す
（
第
八
節
）
。
そ
し
て
最
後
に
、

戦
争
の
原
因
を
匠
別
す
る
こ
と
な
く
、
い
か
な
る
戦
争
に
も
援
助
を
輿
え
る
意
圖
で
軍
事
同
盟
を
約
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
得
な
い
と
述
べ

て
い
る
（
第
九
節
）
。

十
關

他
人
の
支
配
下
に
あ
る
も
の
か
行
う
戦
争
の
正
し
き
原
囚
に
つ
い
て

（
第
ご
巻
第
二
十
六
章
）



　
さ
て
、
第
二
巻
の
最
経
章
た
る
第
二
十
六
章
で
ぱ
・
他
人
の
支
配
樺
の
下
に
あ
る
も
0
が
行
う
職
雫
の
正
し
い
原
因
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
國

際
法
上
必
要
な
の
は
、
從
驕
者
と
他
國
の
國
民
で
あ
る
が
、
グ
ロ
翌
チ
ウ
ス
は
、
も
し
彼
等
が
参
劃
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
或
は
和
戦
い

少
れ
を
選
ぶ
か
の
自
由
が
與
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
自
己
の
嚢
意
に
よ
り
、
自
己
の
た
め
ま
た
は
他
入
の
た
め
に
戦
雫
を
行
う
も
の
が
逡
守
す

る
と
同
皿
の
規
則
に
ょ
っ
て
支
配
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
と
な
し
　
斎
二
節
）
職
争
を
行
う
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
も
、
戦
争
の
原
因
が
不
正
で

あ
る
と
信
す
る
な
ら
ぼ
、
兵
務
に
っ
く
べ
き
で
な
い
と
い
つ
て
い
る
。
こ
れ
ぱ
個
人
の
兵
務
に
っ
い
て
で
は
あ
る
が
、

從
属
者
の
揚
合
等
し

く
安
當
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
支
配
の
下
に
あ
る
者
が
疑
を
有
す
る
場
合
は
、
行
動
せ
ざ
る
べ
き
か
．
或
は
服
從
す
べ
き
か
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
戦
雫
犯
罪
に
お
け
る
國
家
の
命
令
、
上
級
者
の
命
令
の
問
題
に
も
關
係
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
グ
・
ー
チ

ウ
ス
ば
、
ま
す
、
命
ぜ
ら
れ
た
時
こ
れ
を
行
わ
な
い
と
ぎ
は
罰
せ
ら
れ
る
か
ら
、
從
属
者
に
關
す
る
限
り
、
双
方
の
側
に
不
正
を
訣
く
戦
争

が
起
り
得
る
と
い
う
廣
く
受
入
れ
ら
れ
て
い
る
見
解
を
提
示
し
、
ま
た
こ
れ
の
反
封
論
、
部
ち
、
思
辮
的
に
疑
う
も
の
は
、
行
爲
的
判
断
に

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
や

お
い
て
は
、
よ
り
安
杢
な
る
方
（
邸
ち
戦
争
を
差
控
え
る
こ
と
）
を
選
ぶ
べ
ぎ
で
あ
る
と
の
論
を
考
察
し
た
後
、
後
者
に
は
不
服
從
の
危
険

が
存
す
る
が
、
鞍
争
が
不
正
な
る
場
合
ぱ
、
か
玉
る
こ
と
に
お
け
る
不
服
從
は
、
そ
れ
自
鰹
の
性
質
上
、
悪
の
程
度
は
小
で
あ
る
と
な
し

（
第
四
節
）
、
最
後
に
「
不
正
な
る
職
雫
に
お
い
て
、
武
羅
を
と
る
こ
と
が
從
馬
者
に
と
っ
て
正
し
い
時
は
何
時
か
」
に
つ
き
、
疑
あ
る
戦
争

で
も
、
不
正
な
る
戦
雫
で
も
、
さ
ら
に
は
、
た
と
え
正
し
い
職
争
で
も
、
敵
は
、
職
争
に
封
し
て
責
任
な
き
無
蕾
の
從
属
者
を
殺
す
眞
に
完

全
な
る
椹
利
は
も
た
な
い
か
ら
、
從
属
者
に
は
あ
る
正
し
い
防
衛
が
存
し
得
る
。
敵
が
從
属
者
の
生
命
を
助
け
得
る
に
か
玉
わ
ら
す
、
こ
れ

を
絶
封
に
拒
否
す
る
よ
う
な
意
圖
で
や
つ
て
來
る
こ
と
が
確
か
な
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
從
属
者
は
自
然
法
に
よ
る
自
己
防
衛
樺
を
有
し
て
を

つ
て
、
こ
れ
ぼ
萬
民
法
に
ょ
つ
て
ぱ
取
去
ら
れ
な
“
、
と
な
す
の
で
あ
る
（
第
六
節
）
。

　
以
上
に
よ
つ
て
、
　
い
か
な
る
も
の
が
戦
争
を
行
い
、
且
つ
い
か
な
る
原
因
の
た
め
に
戦
雫
が
許
さ
れ
得
る
か
、
と
い
う
戦
争
を
行
う
権

利
、
邸
ち
戦
嬢
の
法
の
論
述
を
絡
り
、
次
に
ぱ
戦
争
中
行
い
得
る
権
利
、
印
ち
戦
争
に
お
け
る
法
に
入
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
　
「
戦
璽
と
年
和
の
法
」
の
硯
究
（
綾
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
七
　
（
一
四
三
）



グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
驚
載
箏
と
亭
和
の
法
」
の
碑
究
（
縛
ハ
篇
二
）

隅
0
八
　
（
一
四
四
）

十
二
　
戦
争
に
影
い
て
、
い
か
ほ
ど
の
こ
と
が
許
さ
れ
得
る
か
（
第
三
巻
第
一
章
）

　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
あ
「
戦
雫
と
季
和
の
法
」
の
第
三
巻
は
戦
孚
に
お
け
る
椹
利
、
印
ち
現
在
の
國
際
法
の
騰
系
に
お
け
る
職
時
法
規
乃
至
職

争
法
規
を
取
扱
う
。
彼
は
ま
す
論
述
の
順
序
と
し
て
、
こ
の
「
戦
争
に
お
い
て
い
か
な
る
こ
と
が
、
い
か
な
る
程
度
に
、
且
つ
い
か
な
る
方

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

法
で
許
さ
れ
得
る
か
」
と
い
う
検
討
を
、
ま
す
、
そ
れ
自
騰
に
お
い
て
の
考
察
と
、
こ
れ
に
先
行
す
る
約
束
と
の
關
聯
に
お
け
る
考
察
と
に

わ
け
、
前
者
を
さ
ら
に
、
自
然
法
の
見
地
よ
り
す
る
考
察
（
第
一
章
）
と
、
萬
民
法
の
見
地
よ
り
す
る
考
察
（
第
二
章
）
に
わ
け
る
。

　
自
然
法
の
見
地
よ
り
す
る
考
察
に
お
い
て
は
、
ま
す
次
の
三
個
の
原
則
を
提
示
す
る
。

　
（
イ
）
「
職
争
に
お
い
て
は
、
目
的
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
許
さ
れ
得
る
」
（
笙
葡
）
　
但
し
グ
に
雪
チ
ウ
ス
は
、
こ
y
で
は
椹
利
確
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ア
ク
ル
タ
ス

の
た
め
に
必
要
な
も
の
に
封
し
て
は
椹
利
（
嚴
格
に
罐
利
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
肚
會
の
み
を
考
慮
し
て
行
爲
す
る
権
能
を
意
味
す
る
）
を

有
す
る
と
い
う
如
・
＼
正
戦
理
論
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
・
）
「
権
利
は
軍
に
戦
争
の
起
源
の
み
で
な
く
、
附
随
的
原
因
か
ら
も
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
篁
二
節
）
　
　
か
く
て
自
己
に
危
害

を
加
え
る
も
の
に
加
捲
す
る
同
盟
者
或
は
從
属
者
に
封
し
て
は
、
こ
れ
に
樹
し
て
自
己
を
防
衛
す
る
権
利
が
自
己
に
與
え
ら
れ
る
。

　
（
ハ
）
「
戦
争
の
目
的
か
ら
ぱ
許
さ
れ
得
な
い
あ
る
も
の

が
、
危
害
と
な
る
こ
と
な
く
生
じ
得
る
こ
と
、
こ
れ
に
鋤
し
て
ば
豫
防
が
爲
さ
れ

る
こ
と
」
（
第
四
節
）
　
　
直
接
に
は
構
利
と
な
ら
な
い
が
、
問
接
的
に
、
且
つ
行
爲
者
の
目
的
を
越
え
て
行
爲
の
椹
利
に
附
随
す
る
も
の
が

存
す
る
。
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
そ
の
例
と
し
て
、
海
賊
で
一
杯
の
船
の
な
か
に
僅
少
の
婦
女
子
や
無
蕾
の
も
の
が
い
て
も
こ
れ
を
破
壊
し
得
る

こ
と
を
暴
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
権
利
だ
と
い
つ
て
『
切
が
常
に
許
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
隣
人
愛
は
、
我
々
の
椹

利
を
最
高
限
度
ま
で
用
い
る
こ
と
を
許
容
し
な
い
か
ら
、
我
々
の
目
的
を
越
え
て
生
す
る
も
の
に
つ
い
て
豫
防
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、

と
な
す
。



　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
ぱ
次
に
、
こ
れ
ら
の
原
則
に
も
と
す
い
て
、
敵
に
甥
し
て
い
か
ほ
ど
の
こ
と
が
自
然
に
よ
つ
て
許
さ
れ
る
か
を
個
た
の
事

柄
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　
（
『
）
敵
に
物
を
供
給
す
る
も
の
に
豊
す
る
措
置
（
第
五
節
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
或
る
も
の
は
戦
争
の
滲
忽
か
ら
、
ま
た
或
る
も

の
ぱ
交
易
の
自
由
の
主
張
か
ら
、
古
く
よ
り
論
じ
て
來
た
が
、
グ
ロ
ー
チ
　
ス
ぱ
、
供
給
さ
れ
る
物
に
つ
い
て
麗
別
を
な
す
べ
ぎ
で
あ
る
と

て
、
こ
玉
に
戦
時
禁
制
品
の
観
念
を
提
示
す
る
。
彼
が
匠
別
す
る
三
種
の
も
の
と
ば
、
（
イ
）
戦
争
に
有
用
な
も
の
、
（
・
）
戦
争
に
有
用
で
な

い
も
の
（
快
樂
を
満
足
さ
せ
る
も
の
）
（
ハ
）
職
時
で
も
、
他
の
時
で
も
共
に
有
用
な
も
の
（
例
え
ば
、
貨
幣
、
食
糧
、
船
舶
、
船
の
装
備
）

で
、
第
一
種
の
も
の
を
敵
に
供
給
す
る
者
は
敵
側
と
さ
れ
、
第
二
種
に
つ
い
て
は
問
題
な
し
と
さ
れ
る
が
、
第
三
種
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
ス
タ
ツ
ス

職
孚
の
地
位
を
麗
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
。
こ
れ
に
關
す
る
グ
逗
ー
チ
ウ
ス
の
論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
蔀
ち
敵
に
物
が
邊
ら
れ
る

の
を
妨
げ
な
い
で
は
自
己
を
防
衛
し
得
な
い
場
合
ば
、
こ
れ
を
妨
げ
る
権
利
が
興
え
ら
れ
る
が
、
他
の
原
因
が
附
加
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
の

物
を
返
還
す
る
義
務
が
あ
る
。
も
し
、
灌
利
の
行
使
が
物
の
供
給
に
よ
つ
て
妨
げ
ら
れ
、
或
は
、
供
給
者
が
こ
の
こ
と
を
知
り
得
る
場
合

（
例
え
ば
、
都
市
の
攻
囲
、
港
漕
の
封
鎖
．
降
伏
ま
た
倣
講
和
の
締
結
が
豫
測
さ
れ
る
場
合
の
如
ぎ
）
供
給
者
は
、
彼
の
過
失
に
よ
つ
て
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
ビ
オ

え
た
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
い
．
損
害
の
程
度
に
慮
じ
て
、
そ
の
物
は
押
牧
き
れ
、
損
害
賠
償
の
目
的
の
た
め
、
そ
れ
に
封
す
る
所
有
椹

も
取
得
さ
れ
得
る
。
も
し
供
給
者
が
、
ま
だ
損
害
を
輿
え
は
ぜ
ぬ
が
、
興
え
ん
と
す
る
な
ら
ば
．
そ
の
物
を
抑
留
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入

質
、
捲
保
ま
た
は
他
の
方
法
に
ょ
つ
て
．
將
來
に
封
す
る
保
障
を
強
要
す
る
権
利
を
有
す
る
。
さ
ら
に
、
敵
の
不
正
が
朋
か
で
、
且
つ
敵
に

供
給
す
る
者
が
、
甚
だ
邪
な
職
爵
を
行
う
敵
を
張
め
る
な
ら
ぼ
、
供
給
者
に
饗
し
て
は
刑
罰
を
課
し
．
そ
の
限
度
内
で
彼
よ
り
物
を
奪
取
す

る
こ
と
す
ら
可
能
と
な
る
。

　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
こ
y
で
戦
雫
を
行
う
に
際
し
て
、
そ
の
原
因
の
正
し
さ
と
、
そ
の
穰
利
行
使
の
意
圖
を
明
が
な
ら
し
め
る
目
的
で
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゴ
）

の
入
民
に
向
つ
て
公
の
宣
言
（
覧
藻
霧
乙
ρ
お
⇒
誌
。
碁
§
を
行
う
慣
わ
し
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
註
に
お
い
て
、
こ
の
種
の
問
題
を
取

　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
熾
一
磐
，
と
爪
－
血
州
の
法
」
の
硯
究
（
績
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏
〇
九
　
二
四
五
》



　
　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
争
と
亭
和
の
法
」
の
研
究
（
綾
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
〇
　
（
、
哺
四
六
）

扱
つ
で
い
る
「
コ
ン
ソ
ラ
ー
ト
・
デ
ル
・
マ
｝
レ
」
の
第
二
百
七
十
四
項
を
は
じ
め
各
國
の
規
定
や
慣
例
を
集
録
し
て
、
實
誰
的
な
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
か
玉
る
事
柄
に
つ
い
て
、
歴
史
上
、
確
立
し
た
萬
民
の
意
思
法
は
見
出
し
得
な
い
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
ル
ス

　
（
二
）
奇
計
の
容
認
性
（
第
六
節
以
下
）
戦
争
を
行
う
様
態
に
カ
と
威
嚇
と
は
特
に
本
來
的
で
あ
る
が
、
寄
計
（
3
｝
塁
）
を
も
用
い
得
る

か
に
つ
い
て
は
、
古
來
よ
り
の
賛
成
論
と
反
豊
論
と
を
考
察
し
た
後
、
奇
計
な
る
語
を
浩
極
的
宥
爲
の
う
ち
に
起
る
事
柄
に
も
擾
大
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ル
ス

か
玉
る
浩
極
的
行
爲
に
お
け
る
奇
計
と
、
積
極
的
行
爲
に
お
け
る
奇
計
に
わ
け
る
。
そ
し
て
前
者
、
印
ち
隠
密
を
用
い
る
よ
う
な
治
極
的
行

爲
に
お
け
る
奇
計
は
そ
れ
自
膿
許
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
と
な
す
　
（
第
七
節
）
。
次
に
、
積
極
的
行
爲
に
お
け
る
奇
計
を
（
一
）
』
表
示
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ウ
ヱ
ン
チ
オ

由
な
行
爲
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
奇
計
と
、
（
二
）
あ
た
か
も
合
意
に
よ
る
如
く
表
示
の
爲
さ
れ
る
行
爲
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
奇
計
と
に
わ

け
、
そ
の
前
者
は
許
さ
れ
得
る
と
な
す
。
こ
玉
で
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
、
行
爲
の
な
か
に
あ
る
奇
計
を
儒
岡
（
m
ぼ
三
魯
○
）
と
呼
び
、
言
葉
の

な
か
に
あ
る
奇
計
を
虚
言
（
日
露
身
。
冒
昌
）
と
呼
ん
で
旺
別
す
る
も
の
が
い
る
が
（
そ
の
理
由
は
、
言
葉
は
本
來
思
想
の
表
徴
で
あ
る
が
行

爲
ぱ
そ
う
で
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
）
、
こ
れ
が
無
意
義
な
旺
別
で
あ
る
と
て
、
言
葉
と
行
爲
の
匿
別
を
論
じ
、
不
明
瞭
な
萬
民
法
と
い
う
言

　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

葉
の
検
討
を
行
い
、
聖
書
中
に
書
か
れ
て
い
る
儒
岡
の
車
例
を
墨
げ
る
。
そ
し
て
、
結
果
と
し
て
何
等
の
害
悪
も
生
じ
な
い
場
合
と
、
害
悪

自
艦
が
奇
計
に
つ
い
て
考
慮
し
な
く
と
も
許
さ
れ
得
る
揚
合
を
わ
け
、
（
前
者
ぱ
問
題
な
く
許
さ
れ
得
る
が
）
後
者
の
例
と
し
て
は
、
儒
の
逃

亡
を
暴
げ
る
、
そ
し
て
、
こ
れ
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
そ
れ
か
ら
生
じ
た
害
悪
を
、
職
争
の
正
義
に
よ

っ
て
許
さ
れ
た
も
の
と
看
倣
す
し
、
さ
ら
に
逃
亡
自
騰
は
た
と
え
敵
が
こ
れ
を
恐
怖
の
表
れ
と
解
繹
し
て
も
、
制
度
上
何
も
の
も
意
昧
し
な

い
、
と
な
し
、
ま
た
敵
の
武
器
、
標
識
、
制
服
、
幕
を
使
用
す
る
行
爲
も
そ
う
で
、
か
玉
る
も
の
に
封
し
て
、
恐
怖
の
た
め
と
い
う
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
ス
ヱ
ツ
エ
ド

解
繹
を
考
慮
に
入
れ
る
義
務
ば
な
い
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
は
、
何
入
も
が
・
そ
の
到
蜥
に
從
っ
て
用
い
得
る
の
で
、
時
に
は
慣
習
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

反
し
て
す
ら
用
い
得
ら
れ
る
と
な
す
　
秦
八
節
4
。
、
次
に
第
二
種
の
奇
計
・
部
ち
、
あ
た
か
も
合
意
に
ょ
る
如
く
表
示
の
爲
さ
れ
る
行
爲
を
通

じ
で
行
わ
れ
る
奇
計
は
、
入
閣
の
交
易
中
に
見
臨
さ
れ
、
且
つ
眞
の
意
醸
で
の
虚
言
が
含
ま
戴
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
け
、
問



題
ぱ
困
難
で
あ
る
が
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
ぱ
穐
か
玉
る
虚
言
を
斥
け
る
見
解
と
．
時
に
ぱ
こ
れ
を
認
め
ん
と
す
る
見
解
と
を
概
観
し
た
後
　
第

九
節
）
若
干
の
倫
理
學
的
な
鉱
、
有
察
と
、
民
法
上
の
意
思
表
示
に
關
係
あ
る
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
玉
で
ぱ
現
在
の
職
争
に
お
け
る
奇
計
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
ち

か
ら
は
す
つ
と
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、
こ
れ
ら
の
見
解
の
相
違
ぱ
、
虚
言
を
よ
り
廣
汎
に
、
或
は
よ
り
嚴
格
に
解
繹
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ク
ヂ
オ

よ
つ
て
調
和
を
見
出
し
得
る
と
て
、
門
、
他
の
意
昧
に
取
ら
れ
る
べ
ぎ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
表
現
の
あ
ら
ゆ
る
使
用
が
許
さ
れ
得
ぬ
と
い
う
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ナ
ル
マ

と
は
な
い
」
（
第
＋
節
）
「
虚
言
の
特
質
は
　
（
そ
れ
が
許
さ
れ
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
限
ρ
に
お
い
て
は
）
他
人
の
灌
利
と
の
犠
鰯
に
存
す
る
」

第
＋
一
節
）
な
ど
盧
言
の
概
念
を
明
か
に
し
た
後
、
し
か
ら
ば
、
敵
に
勤
し
て
虚
言
を
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
得
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
入

へ

り
．
ま
す
、
こ
れ
が
許
さ
れ
得
る
と
い
う
も
の
の
見
解
を
概
観
し
た
後
（
第
＋
七
節
）
か
曳
る
見
解
は
公
敵
以
外
の
何
も
の
を
も
全
く
害
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

な
い
よ
う
な
言
葉
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
約
定
を
含
む
言
葉
に
は
適
用
さ
れ
る
べ
き
鴨
、
な
く
　
（
第
＋
八
節
）
ま
た
宣
誓
に
も
籏
大

さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
な
し
（
第
＋
九
節
）
、
さ
ら
に
、
敵
に
向
つ
て
す
ら
虚
言
を
避
け
る
こ
と
ば
触
暦
氣
高
く
、
且
つ
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
軍

純
性
に
と
つ
て
一
暦
適
わ
し
い
こ
と
　
（
第
二
＋
簸
）
、
我
た
に
許
さ
れ
て
も
、
あ
る
者
に
許
さ
れ
ぬ
よ
う
な
こ
と
な
湾
人
に
封
し
て
も
強
割
ナ

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
（
第
二
＋
励
節
）
、
し
か
し
自
搬
的
に
提
供
さ
れ
た
援
助
を
用
い
る
こ
と
ぱ
許
さ
れ
る
。

卸
ち
敵
を
捨
て
て
我
々
の

味
方
と
な
っ
た
も
の
を
受
入
れ
る
こ
と
は
戦
串
法
に
反
し
な
い
こ
と
（
第
ご
士
一
節
）
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

　
　
（
一
）
　
グ
ロ
耳
チ
ウ
ス
は
そ
の
註
で
、
職
争
法
規
の
必
要
に
つ
い
℃
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
「
職
争
自
騰
に
お
い
て
ち
、
も
し
戦
鍛
を
行
う
た
め
に
な
む
必

　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
甥
ス

　
　
　
要
な
ら
ば
、
信
實
を
守
夢
．
準
和
を
求
め
よ
』
と
か
「
職
筆
を
行
う
時
に
す
ら
準
和
慣
、
あ
れ
」
ハ
轡
馨
o
鷺
讐
獣
鑓
ヨ
ご
黛
宣
霞
ざ
）
と
い
う
言
葉
な
ど
を

　
　
　
引
い
℃
い
る
。

　
　
（
一
．
一
）
　
こ
れ
は
、
宣
戦
布
告
と
職
時
禁
制
島
の
布
告
の
雨
溜
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
オ
結

　
　
（
三
）
　
「
萬
民
法
は
、
個
々
の
民
族
が
、
棚
互
的
義
務
な
く
し
て
認
め
る
も
の
も
、
み
．
れ
自
騰
の
う
ち
に
棚
互
的
義
務
を
倉
む
も
の
も
．
そ
O
爾
霧
キ
．
も
合

　
　
　
む
」
と
な
す
o

　
　
（
四
）
　
こ
』
略
、
、
慣
警
輯
騰
ば
鞭
人
の
鰐
欝
に
よ
つ
｝
、
導
入
さ
れ
た
の
叫
．
噂
共
通
の
合
意
に
よ
つ
℃
導
入
轟
・
．
塾
．
」
ら
の
で
な
い
か
ら
、
撃
入
ろ
彊
習
は
何
人

　
　
　
　
　
グ
灘
ー
チ
η
ス
「
職
砥
マ
・
・
亭
利
の
法
㌫
の
研
究
戸
績
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
｝
　
｛
｝
囲
セ
㎞



　
　
グ
ロ
罫
チ
ウ
ス
「
職
争
と
雫
和
の
法
」
の
研
究
（
縛
皿
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
二
　
（
一
，
四
八
）

　
を
も
拘
束
し
な
い
、
と
な
す
。

（
五
）
　
こ
の
理
由
と
し
て
、
グ
ロ
遷
チ
ウ
ス
ほ
「
約
定
に
よ
つ
℃
は
、
特
定
の
且
つ
新
し
い
穫
利
が
絢
定
の
相
手
方
に
與
え
ら
れ
る
か
ら
で
、
こ
れ
は
敵
の

　間に

お
い
て
す
ら
眞
實
で
、
敵
封
行
爲
が
現
に
存
在
す
る
の
故
を
以
て
例
外
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
こ
れ
は
明
示
的
約
定
の
場
合
の
み
で
な

　
く
、
黙
示
的
約
定
の
場
合
も
眞
實
で
あ
る
」
と
な
し
て
い
る
。

十
罠

萬
民
法
に
ょ
れ
ば
、
從
属
者
の
財
産
は
い
か
に
し
て
そ
の
支
配
者
の

債
務
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
得
る
か
（
第
三
雀
第
二
章
）

　
前
章
は
自
然
法
の
見
地
よ
り
戦
雫
に
お
い
て
い
か
な
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
を
論
じ
た
が
、
本
章
で
は
、
萬
民
法
の
見
地
か
ら
こ
れ
を
考

察
し
て
い
る
。
本
章
は
、
民
法
的
な
表
題
が
附
せ
ら
れ
、
そ
の
内
容
も
財
産
に
關
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
國
民
が
國
家
の
戦
雫
に
ま

き
こ
ま
れ
る
根
本
理
念
が
述
べ
ら
れ
て
を
っ
て
、
そ
の
黙
で
は
決
し
て
輕
覗
し
得
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
「
報
復
」
の
語
義
が
明
か
に
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ
腿
ー
チ
ウ
ス
は
、
「
自
然
的
に
は
、
相
績
者
以
外
の
何
者
も
、
他
人
の
行
爲
に
よ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
2
皇
ル
シ
麦

は
拘
束
さ
れ
な
い
」
こ
と
、
な
ら
び
に
、
全
髄
　
（
組
國
）
の
債
務
が
個
人
の
債
務
で
な
い
（
個
人
は
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
全
膿
の
部

分
と
し
て
拘
束
さ
れ
る
）
と
の
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
な
ど
の
言
葉
を
引
い
た
後
（
第
一
節
）
、
か
玉
る
自
然
法
に
か
玉
わ
ら
す
、
萬
民
法
は
、
從
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ペ
ラ
ン
ス

者
の
財
産
お
よ
ぴ
行
爲
が
支
配
者
の
債
務
の
た
め
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
導
入
し
た
、
部
ち
、
國
家
杜
會
或
ぱ
そ
の
元
首
が
給
付
す
べ
き
も
の

に
封
し
て
は
ー
ー
直
接
そ
れ
自
身
の
た
め
に
す
る
と
・
或
は
他
人
の
債
務
の
た
め
裁
判
に
ょ
ら
す
し
て
自
己
を
拘
東
す
る
か
を
問
わ
す
！
ー

か
玉
る
杜
會
或
は
元
首
に
從
属
す
る
も
の
の
M
切
の
有
禮
財
産
或
は
無
騰
財
塵
が
そ
の
た
め
拘
束
さ
れ
、
責
任
あ
り
と
さ
れ
る
、
と
い
う
こ

占
を
導
入
し
た
と
述
べ
る
　
（
第
二
節
）
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
あ
る
必
要
の
結
果
で
も
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、
支
配
者
の
財
産

は
、
（
一
層
数
多
い
）
私
人
0
財
産
ほ
ど
容
易
に
押
牧
で
き
な
い
か
ら
、
も
し
こ
れ
を
押
牧
す
る
と
す
れ
ば
危
害
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
を
廣
汎



に
詐
容
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で
め
る
．
そ
こ
で
離
記
の
よ
う
な
こ
と
が
、
慣
わ
皿
桝
の
要
請
と
入
問
の
必
要
に
慮
じ
て
、
交
明
化

し
た
民
族
に
よ
っ
て
、
確
立
さ
れ
た
法
の
な
か
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ル
ル
ム
ゆ
プ
レ
ノ

　
グ
・
署
チ
ウ
ス
は
喰
こ
の
慣
習
が
、
人
民
が
弛
の
入
民
に
勤
し
て
行
う
完
杢
な
戦
孚
ゐ
宣
戦
の
形
式
・
な
ど
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
讃
し

　
　
仁
一
）

た
後
．
人
の
逮
捕
を
論
じ
戸
笙
一
砺
）
、
こ
れ
に
類
似
す
る
礎
利
と
し
て
、
自
國
の
國
民
を
明
か
に
不
法
に
逮
捕
し
た
他
國
の
國
民
を
、
當
該

國
民
の
回
復
を
確
保
す
る
た
め
に
抑
留
す
る
．
（
㎏
9
汐
8
）
す
る
権
利
と
、
き
．
ら
に
強
力
に
ょ
る
槽
利
の
強
制
執
行
の
今
叫
っ
の
形
態
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
晃

財
産
の
押
牧
（
母
襲
考
§
暴
量
或
は
「
相
異
な
る
人
民
の
問
に
お
い
て
抵
當
を
と
る
こ
と
」
を
畢
げ
て
い
る
　
蛋
四
鐘
。
こ
の
財
産
の
押

牧
ぱ
ま
さ
に
報
復
理
論
で
あ
つ
て
、
こ
玉
で
グ
・
貰
チ
ウ
ス
は
権
利
が
否
認
さ
れ
た
後
、
而
し
で
、
否
認
さ
れ
た
と
充
分
考
え
ら
れ
る
と
雪

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
論
じ
　
（
第
五
節
）
、
裁
到
官
の
罐
威
や
、
到
決
の
数
力
な
ど
に
關
聯
の
あ
る
問
題
を
提
示
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

官
の
穰
威
ば
、
從
馬
者
に
鋤
す
る
と
同
じ
敷
力
を
外
國
入
に
欝
し
て
は
有
し
て
を
ら
ぬ
、
到
決
が
不
正
で
あ
つ
て
も
、
從
属
者
の
場
合
は
、

こ
れ
に
封
す
る
支
配
礎
の
敷
果
の
た
め
、
到
決
の
執
行
を
暴
力
で
妨
げ
た
む
、
こ
れ
に
反
し
て
自
己
の
穰
利
を
暴
力
で
追
求
す
る
こ
と
け
、

合
法
的
に
は
行
い
得
な
い
が
、
外
國
人
は
強
制
椹
（
駄
鑓
8
頓
霞
象
）
を
有
し
て
は
い
る
が
、
裁
判
に
よ
つ
て
自
己
の
も
の
を
取
得
し
得
る

限
夢
、
こ
れ
を
行
使
し
得
な
い
、
と
い
つ
て
い
る
こ
と
．
か
く
て
、
正
し
い
裁
鋼
を
行
わ
な
い
者
の
從
驕
者
の
身
柄
或
は
動
産
を
逮
捕
押
牧

し
得
る
と
い
う
へ
自
然
法
で
け
な
い
と
こ
ろ
の
）
習
慣
が
廣
く
受
け
入
飢
ら
れ
た
と
い
う
報
復
樺
焚
生
の
原
初
的
形
態
を
示
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
更
に
論
を
進
め
て
、
こ
の
よ
う
な
原
因
の
た
め
、
（
報
復
樺
の
勤
象
と
し
て
）
無
轡
な
從
属
者
の
生
命
に
責
任
を

生
す
る
こ
と
が
、
あ
る
入
民
の
間
に
信
ぜ
ら
れ
て
來
た
が
（
即
ち
、
彼
等
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
そ
の
生
命
に
封
す
る
完
全
な
樺
利
を
自
ら

有
す
る
こ
と
．
そ
し
て
こ
れ
を
國
家
に
移
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
信
す
る
か
ら
で
あ
る
）
、
こ
れ
が
認
め
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
と
て

排
斥
し
、
人
命
が
財
産
よ
り
一
暦
大
な
る
憤
値
あ
る
こ
と
を
再
ぴ
強
調
し
（
笙
ハ
節
）
、
最
後
に
、
捲
保
の
提
供
に
關
す
る
國
民
法
と
萬
民
法

と
の
相
違
を
論
す
る
。

部
ち
、
萬
民
法
上
は
、
　
危
害
を
輿
之
た
者
に
驕
す
る
す
べ
て
の
從
馬
者
は
　
（
土
着
民
た
る
と
移
民
た
る
と
を
問
わ

　
　
　
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
欝
ハ
舜
，
と
年
覇
皿
の
法
」
の
研
究
’
露
繊
融
締
一
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯛
二
還
　
｛
一
四
九
）



　
　
　
　
グ
・
ー
ヅ
ウ
ス
「
職
箏
と
李
和
の
法
」
の
碑
究
姦
篇
ニ
ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
四
（
叫
五
〇
）

す
、
恒
久
的
原
因
か
ら
從
馬
者
た
る
限
り
）
ー
－
－
通
過
の
た
め
叉
ぱ
一
時
的
滞
留
の
た
め
に
居
住
す
る
も
の
を
除
い
て
…
ー
捲
保
を
提
供
す

　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

る
責
任
を
有
す
る
。
し
か
し
、
接
受
國
の
（
敵
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
な
い
）
使
節
及
び
そ
の
財
産
、
女
お
よ
び
幼
児
の
身
柄
、
文
筆
家
、

貿
易
業
者
な
ど
も
除
外
さ
れ
る
。
澹
保
の
原
因
を
生
ぜ
し
め
た
も
の
は
自
然
法
上
、
そ
の
た
め
に
損
害
を
蒙
つ
た
他
の
も
の
に
勢
し
て
損
害

を
賠
償
す
る
義
務
を
有
す
る
の
で
あ
る
（
第
七
節
）
。

　
　
（
一
）
　
「
純
粋
な
自
然
法
に
よ
れ
ば
、
何
人
も
財
産
を
絹
績
す
る
も
の
を
除
い
て
は
、
他
人
の
行
爲
に
よ
つ
て
は
拘
束
轟
・
篇
れ
な
い
。
け
だ
し
財
産
が
》
、
の
義

　
　
　
務
と
共
に
移
穂
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
所
有
権
と
共
に
導
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
」
ど
な
す
。

　
　
（
二
）
　
こ
の
場
合
、
某
王
お
よ
び
そ
の
人
戻
と
か
、
某
人
民
お
よ
び
某
の
人
々
（
當
該
人
斑
の
從
馬
者
）
と
か
、
某
お
よ
び
そ
の
領
土
内
の
も
の
、
と
か
い

　
　
　
う
よ
う
に
敵
を
示
す
な
か
に
こ
の
こ
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q

　
　
（
三
）
　
こ
れ
は
、
バ
ル
ト
ル
ス
そ
の
仙
の
中
世
法
學
春
が
報
復
権
（
甘
皿
屡
竪
尾
鶏
一
蜀
暑
琶
）
と
呼
び
、
サ
ク
ソ
ン
人
及
び
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
≦
一
跨
霞
－

　
　
b
節
e
と
呼
び
、
　
フ
ラ
ン
ス
人
は
ー
i
彼
等
の
問
で
は
涌
導
弔
か
嵐
ろ
抑
歌
の
椹
利
は
、
王
に
ょ
つ
て
典
え
ら
れ
た
ー
一
9
嘗
鵯
価
①
b
蜀
お
一
お
　
（
ラ
テ
ン

　
　
　
語
で
は
一
岸
霞
卑
目
郵
器
鱒
①
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　
（
四
）
　
從
属
者
の
問
に
お
い
て
も
、
判
決
は
眞
の
債
務
を
取
潰
ナ
こ
と
は
な
い
と
｝
、
、
パ
鍾
ル
ス
の
「
眞
の
債
務
者
は
、
た
と
え
解
放
き
れ
て
も
、
な
お
自

　
　
　
然
に
よ
つ
て
債
務
者
た
る
こ
と
を
績
け
る
」
と
の
言
葉
を
引
い
｝
、
、
判
決
に
封
す
る
自
然
法
理
諭
の
適
用
を
明
か
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ス
ス

　
　
（
五
）
　
謄
保
の
提
供
は
、
公
の
債
務
の
支
佛
の
た
め
に
課
せ
ち
れ
ろ
負
推
の
態
様
と
し
で
導
入
き
れ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
叫
時
的
に
そ
の
土
地
の
法
に
服

　
　
　
從
す
る
に
す
ぎ
ぬ
も
の
は
免
か
れ
る
、
と
な
す
。

十
四
　
正
戦
、
正
式
戦
争
、
な
ら
び
に
宣
戦
に
つ
い
て
（
笙
二
省
第
三
章
）

　
さ
て
グ
質
ー
チ
ウ
ス
は
い
よ
い
よ
戦
雫
の
本
論
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
は
い
の
、
萬
民
法
に
從
つ
て
正
戦
、
印
ち
正
し
い
戦
孚
と
い
う
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
プ
ル
ス

の
を
、
・
i
マ
の
法
學
者
の
敵
の
定
義
を
引
き
な
が
ら
、
「
正
式
の
戦
争
（
オ
穿
琶
…
ε
唇
①
）
は
相
異
な
る
入
民
間
の
戦
争
」
た
る
こ
と
を

読
明
す
る
（
第
蝋
節
い
。
そ
こ
で
は
ポ
ム
ボ
ニ
ウ
ス
の
「
敵
と
は
我
寿
に
向
つ
て
公
的
に
（
讐
集
8
）
戦
雫
を
宣
言
す
る
も
の
ヤ
或
は
、
我
々



が
公
的
に
戦
宰
葎
、
心
目
鼻
、
写
る
も
驚
、
あ
る
変
、
狂
序
賃
窪
振
海
絨
か
噛
、
≧
律
ぞ
い
う
定
糞
が
藍
つ
津
、
あ
、
．
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ス
、
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご

て
戦
孚
と
内
胤
の
匪
崩
、
國
家
に
お
㌧
て
最
高
支
配
催
を
有
す
る
も
の
の
っ
疋
義
を
明
か
に
，
）
た
後
、
人
民
が
い
か
に
不
正
な
行
爲
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盆
）

と
も
、
こ
れ
と
海
賊
或
は
盗
賊
と
の
間
に
区
別
の
存
す
る
と
と
を
読
明
す
る
　
（
釜
爺
》
。
ご
れ
に
騎
聯
し
て
、
外
國
人
の
取
扱
が
、
た
と
え

す
べ
て
の
鮎
で
自
然
法
に
よ
ら
ぬ
と
は
い
え
（
そ
れ
は
多
く
の
入
民
の
間
で
は
部
分
的
に
曖
妹
と
な
つ
て
い
る
）
、
少
く
と
も
各
入
民
と
締
結

し
た
合
意
に
よ
り
、
或
は
習
慣
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
次
に
正
式
の
戦
争
の
要
件
と
し
て
、
主
権
者
に
ょ
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
、
宣
戦
の
行
わ
れ
る
こ
と
の
二
つ
を
撃
げ
て
次
の
よ
う
に
論
す
る
。

｝
、
主
権
を
有
す
る
も
の
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
（
筆
四
節
）

　
何
人
か
が
主
樺
の
一
部
を
有
す
る
揚
合
は
、
そ
の
部
分
に
鷹
じ
て
正
し
い
戦
雫
を
行
い
得
る
、
從
っ
て
、
從
属
者
で
は
な
い
が
、
不
塁
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
グ
ヒ
ル
キ
ヅ
ム

同
盟
條
約
を
締
結
し
た
も
の
と
の
戦
争
で
も
、
ー
た
と
え
同
盟
條
約
に
お
い
て
下
位
に
あ
っ
て
も
1
正
し
い
戦
争
の
す
べ
て
の
法
式

が
逡
守
さ
れ
る
。

二
、
宣
戦
が
行
わ
“
る
こ
と

　
次
に
グ
鷺
蓋
チ
ウ
ス
は
宣
戦
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
ま
す
、
正
し
訟
戦
争
の
た
め
に
ぱ
、
主
僅
を
有
す
る
當
事
者
に
よ
つ
て
行
わ
れ

る
だ
け
で
は
充
分
で
な
く
、
そ
れ
が
公
的
に
宣
言
さ
れ
、
且
つ
事
實
に
お
い
て
、
こ
の
宣
言
の
通
告
が
『
方
か
ら
他
方
に
封
し
て
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

よ
う
に
、
公
的
に
爲
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
て
、
そ
の
必
要
を
力
説
し
た
エ
ン
ニ
ウ
ス
、
キ
ケ
ロ
そ
の
他
の
言
説
を
引
く
（
第
五
節
）

　
次
に
、
こ
の
宣
言
の
自
然
法
上
、
お
よ
ぴ
萬
民
法
上
の
没
革
や
意
義
を
論
す
る
　
（
第
六
僚
）
。
ま
す
、
自
然
法
に
よ
れ
ば
、
加
え
ら
れ
た
暴

力
を
排
除
す
る
時
、
或
は
、
不
法
な
る
行
爲
を
行
う
者
自
身
に
封
し
て
罰
を
要
求
す
る
時
は
宣
言
を
必
要
と
し
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
物
が

他
の
物
の
澹
保
と
し
て
取
ら
れ
、
或
は
債
務
者
の
財
産
が
そ
の
債
務
の
た
め
に
取
ら
れ
る
時
、
窪
し
て
、
あ
る
も
の
が
、
債
務
者
に
從
属
す

る
者
の
財
産
を
占
有
し
ょ
う
と
欲
す
る
時
は
、
こ
れ
以
外
の
他
の
方
法
で
は
．
我
為
の
も
の
、
或
は
我
々
に
属
す
る
も
の
を
得
る
こ
と
が
不

　
　
　
　
グ
ロ
喜
チ
ウ
ス
諏
載
璽
と
軍
和
の
法
」
の
研
究
（
縛
心
～
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
鳳
五
　
（
晒
五
一
）



　
　
　
　
グ
・
τ
チ
ウ
ス
「
職
争
と
亭
和
の
法
」
の
研
究
（
綾
篇
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
肖
六
（
囎
五
二
）

可
能
な
る
事
實
を
明
か
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
、
催
告
（
ぎ
憲
審
壼
ぎ
）
が
必
要
と
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
こ
れ
、
は
第
『
次
的
な
権
利
で
は
な

く
、
第
二
次
的
、
且
つ
代
位
的
な
（
薯
肖
・
讐
言
琶
）
樺
利
で
あ
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
か
く
て
、
主
灌
を
有
す
る
も
の
に
封
し
て
、
そ
の
從
驕

者
の
債
務
或
は
不
法
な
る
行
爲
を
理
由
と
し
て
攻
撃
す
る
以
前
に
お
い
て
す
ら
、
彼
が
過
失
を
有
す
る
こ
と
を
明
か
な
ら
し
め
る
催
告
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
然
法
上
か
玉
る
催
告
を
必
要
と
し
な
い
場
合
で
も
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
正
直
で
あ
り
、
賞
む
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
に
勤
し
て
萬
民
法
に
よ
れ
ば
、
特
別
の
敷
果
を
得
惹
た
め
に
は
竜
す
べ
て
の
場
合
宣
言
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
は
双
方
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
ラ

な
さ
れ
る
必
要
な
く
、
い
す
れ
か
｝
方
に
よ
つ
て
爲
さ
れ
る
を
以
て
足
り
る
。
こ
の
職
争
の
宣
言
に
は
條
件
附
宣
言
と
絶
封
的
宣
言
と
が
あ

る
。
物
の
返
還
請
求
と
結
合
す
る
時
は
條
件
附
で
あ
る
（
第
七
節
）
。

　
次
に
、
何
人
か
に
封
し
て
宣
言
さ
れ
た
戦
孚
は
、
彼
の
側
に
立
つ
限
り
に
お
け
る
そ
の
從
属
者
お
よ
び
同
盟
者
に
封
し
て
も
同
時
に
宣
言

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
こ
と
　
察
九
節
）
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
從
属
者
や
同
盟
者
が
、
別
に
考
慮
さ
れ
る
揚
合
、
例
え
ば
、
宣
言
さ
れ
た
戦
争

の
終
了
の
際
、
他
の
入
民
ヌ
は
王
に
封
し
て
、
敵
を
援
助
し
た
と
の
理
由
の
た
め
攻
撃
す
る
揚
合
は
、
萬
民
法
上
の
戦
争
た
る
た
め
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ツ
ヶ
ス
シ
ォ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ン
ギ
パ
リ
ス

新
し
い
宣
言
が
必
要
と
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
か
玉
る
入
民
叉
は
王
は
、
加
澹
者
で
ぼ
な
く
、
主
た
る
者
と
看
倣
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
、

を
論
じ
た
後
（
第
＋
節
）
、
萬
民
法
上
の
正
戦
の
た
め
、
部
ち
、
萬
民
法
上
あ
る
特
別
の
敷
果
を
生
す
る
た
め
に
何
故
宜
言
を
必
要
と
す
る
か

の
理
由
と
し
て
、
こ
れ
が
秘
密
的
、
計
略
的
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
の
は
、
法
に
關
係
の
あ
る
理
由
で
は
な
く
、
そ
の
必
要
の
目
的
は
、

戦
争
が
私
人
の
行
う
も
の
で
な
く
、
爾
人
民
、
、
奮
た
は
そ
の
首
領
の
各
た
の
意
思
に
ょ
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
た
め
で
あ
る

（
第
＋
｝
節
）
、
か
～
る
敷
果
は
後
述
す
る
が
、
そ
れ
は
、
他
の
戦
雫
に
は
生
じ
な
い
と
な
し
（
策
＋
二
節
）
、
戦
争
は
そ
の
宣
言
と
同
時
に
行
い

得
る
か
の
問
題
に
封
し
て
は
、
萬
民
法
に
ょ
れ
ば
、
宣
言
の
後
は
、
何
等
時
の
鯨
裕
は
必
要
と
さ
れ
ぬ
が
、
自
然
法
に
よ
つ
て
は
、
事
柄
の

性
質
か
ら
、
あ
る
時
の
蝕
裕
を
必
要
と
す
る
と
論
じ
　
（
第
±
】
葡
）
、
最
後
に
、
使
節
権
を
侵
害
し
た
者
に
封
し
て
も
、
宣
言
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
奮
＋
懸
節
）
。



（
麟
）
内
観
（
鍮
翫
①
髪
ご
9
＜
蕎
ε
ぼ
國
家
が
そ
れ
に
よ
つ
て
し
ぱ
し
ば
害
を
受
け
て
も
、
國
家
の
破
滅
を
目
的
と
す
る
も
の
懸
は
な
い
。
從
つ
て
、
あ

　
た
か
も
敵
の
よ
う
に
ム
、
の
吋
方
に
加
櫓
す
る
も
の
も
、
捕
獲
灌
或
は
職
後
復
権
を
も
つ
も
の
の
地
位
を
典
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
内
凱
の
結
果
捕
獲
さ
れ
た

　
η
、
費
買
き
れ
て
、
後
に
解
放
さ
れ
た
満
は
、
捕
獲
に
よ
つ
｝
、
自
由
人
の
地
位
を
決
し
て
失
わ
な
か
つ
た
か
ら
、
こ
れ
が
回
復
を
首
現
か
ら
求
め
る
必
要

　
尽
な
い
と
さ
れ
る
、
と
な
す
。

（
コ
）
　
キ
ケ
ロ
の
定
義
は
「
敵
と
は
．
環
締
納
元
老
院
、
國
庫
、
コ
鴎
晃
厩
エ
叫
斑
励
薙
び
も
し
必
要
な
場
合
は
、
講
和
及
び
條
約
を
締
結
す
る
鰐
が
も
っ
も

　
の
で
あ
る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ス
プ
プ
リ
カ
　
　
　
　
ギ
ウ
イ
タ
ス
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ム
　
　
デ
ル

（
三
）
　
こ
、
で
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
共
和
國
或
は
國
家
が
た
と
え
共
園
的
に
不
正
を
行
う
と
し
て
も
、
直
ち
に
共
駆
國
或
は
國
家
た
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
エ
リ
ス

　
し
焦
を
止
め
ぬ
。
叫
方
、
海
賊
或
は
盗
賊
の
集
團
は
、
（
集
團
の
要
件
た
る
）
囲
種
の
衡
耶
を
棚
互
問
に
維
持
す
る
と
し
て
も
、
國
家
で
は
な
い
。
け
だ
し
海

　
賊
や
盗
賊
は
犯
罪
㊨
た
め
に
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
國
家
や
共
和
國
は
、
た
と
え
時
に
不
法
な
行
爲
を
爲
す
こ
と
を
冤
か
れ
ぬ
と
し
て
も
、
権
利
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
オ
ル
マ

　享有のた

め
に
結
合
し
て
い
る
か
ら
矯
あ
る
、
と
。
そ
し
℃
、
溢
徳
的
な
事
柄
で
は
、
主
要
な
も
の
は
本
質
を
決
定
す
る
、
と
の
雄
前
か
ら
、
い
か
に
邪

　
悪
な
人
民
で
も
、
人
昆
を
形
成
せ
ず
し
て
犯
罪
の
た
め
結
合
す
る
も
の
と
の
問
に
は
差
異
が
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
盗
賊
の
首
領
よ
り
正
當
な

　
將
軍
と
な
砂
、
悪
人
の
結
合
か
ら
、
王
國
と
な
る
鍵
化
の
可
能
性
を
認
め
℃
い
る
（
第
三
節
）
。

†
五
憾
正
式
戦
争
に
慶
け
る
加
黛
鼠
催
（
第
三
巻
第
四
章
）

　
グ
撰
ー
チ
ウ
ズ
は
正
式
戦
雫
の
奴
果
論
に
は
い
る
や
（
第
四
章
『
露
式
の
職
璽
に
お
い
℃
敵
を
殺
害
す
る
灌
利
お
よ
ぴ
そ
の
飽
の
身
燈
に
劃
す
る
暴
力

に
っ
い
て
」
）
最
初
に
敷
果
の
一
般
的
説
明
を
試
み
る
。
ま
す
第
一
に
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
詩
句
に
關
聯
し
て
．
古
い
ロ
薯
マ
の
司
祭
法
に
封
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
叫
）

る
ウ
ィ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
註
輝
に
基
き
、
二
人
民
或
は
二
人
民
の
首
領
間
に
宣
言
さ
れ
た
戦
争
が
、
戦
争
自
燈
の
性
質
か
ら
は
生
じ
な
い
あ
る

特
別
の
致
果
を
生
す
る
と
述
べ
　
（
第
叫
節
）
、
つ
い
で
こ
の
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
詩
旬
中
の
「
許
さ
れ
ん
」
（
浮
呂
ε
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
探

求
し
、
悪
を
訣
か
な
い
が
、
不
罰
的
に
行
わ
れ
る
も
の
と
、
た
と
え
行
わ
ね
こ
と
が
徳
で
あ
つ
て
も
、
悪
で
は
な
い
も
の
と
に
癌
別
さ
れ
る

と
な
し
’
第
一
挿
）
、
ご
り
節
の
最
後
で
、
正
し
い
こ
と
（
釜
塁
器
）
を
自
然
艦
許
さ
れ
る
こ
と
（
ぎ
Φ
邑
を
法
に
露
す
る
キ
ケ
凝
や
、
法

　
　
　
　
　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
「
職
磐
と
畢
秘
の
塗
の
研
究
綾
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
四
嚇
七
（
輔
五
三
）



　
　
　
　
　
グ
P
聴
チ
ウ
ス
「
職
畢
と
亭
和
の
法
」
の
硯
究
（
縛
一
篇
ニ
ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
八
《
叫
五
購
）

を
考
慮
す
る
こ
と
と
正
義
を
考
慮
す
る
こ
と
と
は
別
で
あ
る
と
す
る
ク
ィ
ン
チ
リ
ア
ヌ
ス
を
引
用
し
、
っ
い
φ
、
、
正
式
戦
雫
の
一
般
的
奴
果

は
、
不
罰
性
を
付
輿
す
る
許
容
に
關
係
が
あ
り
、
從
つ
て
、
敵
の
身
騰
と
財
産
と
を
害
す
る
こ
と
は
、
正
し
い
原
因
の
た
め
職
争
を
行
う
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

の
、
自
然
に
よ
つ
て
許
さ
れ
る
限
界
内
で
害
を
加
え
る
も
σ
の
み
な
ら
す
、
双
方
に
も
、
無
差
別
的
に
許
さ
れ
る
と
な
す
（
第
三
節
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ヌ
ン
チ
オ

　
次
に
か
』
る
奴
果
が
何
故
諸
民
族
の
承
認
を
得
て
導
入
さ
れ
た
か
の
理
由
と
し
て
コ
一
人
民
間
の
戦
争
の
権
利
に
っ
い
て
決
定
を
行
う

こ
と
は
、
、
そ
の
た
め
に
他
入
の
戦
孚
に
引
入
ら
れ
る
虞
れ
あ
る
他
の
人
民
に
と
つ
て
は
危
瞼
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
な
し
、
さ
ら
に
「
正
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
デ
イ
キ
ウ
ム

戦
争
に
お
い
て
す
ら
、
自
己
防
衛
、
自
己
の
も
の
の
回
復
、
或
は
刑
罰
の
正
し
い
限
界
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
外
部
的
表
示
か

ら
充
分
こ
れ
を
知
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
て
、
か
玉
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
他
入
の
釧
断
に
訴
え
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
交
戦
者

　
レ
リ
ギ
ォ

の
良
心
に
委
ね
る
方
が
『
暦
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
言
い
、
か
く
て
グ
・
竃
チ
ウ
ス
は
他
人
の
李
和
を
害
さ
ぬ
と
い
う
立
揚
か
ら
、
戦

　
　
ユ
　
ス

雫
の
権
利
に
廣
汎
な
許
容
の
飴
地
を
與
え
て
い
る
の
で
あ
る
　
（
第
四
鰯
）
。
っ
い
で
こ
れ
ら
の
加
害
の
許
容
の
う
ち
、
ま
す
身
騰
に
關
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

の
に
つ
い
て
、
古
典
を
引
い
て
そ
の
敷
果
を
誰
明
し
　
（
第
五
節
）
、
こ
の
許
容
の
法
、
印
ち
戦
争
の
椹
利
か
ら
、
敵
の
領
土
内
に
あ
る
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

の
も
の
の
殺
傷
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
読
き
　
（
第
六
節
）
、
外
國
人
に
つ
い
て
ぱ
、
戦
雫
開
始
後
に
戦
争
を
知
り
な
が
ら
敵
國
領
土
に
入
ゆ

來
た
つ
た
揚
合
は
、
間
題
な
く
戦
雫
の
構
利
が
適
用
さ
れ
（
即
ち
敵
と
さ
れ
る
）
、
開
始
前
に
敵
國
領
土
に
い
た
場
合
は
、
退
去
し
得
る

か
ン
プ
ス
ロ
モ
デ
イ
ク
ム

適
當
の
時
の
経
過
後
は
、
萬
民
法
に
ょ
つ
て
敵
と
看
徹
さ
れ
得
る
と
な
す
（
第
七
節
）
。
敵
の
眞
の
從
属
者
、
邸
ち
恒
久
的
原
因
の
た
め
從
驕

者
た
る
者
は
、
何
庭
に
お
い
て
も
、
帥
ち
、
か
玉
る
者
の
自
已
の
領
土
、
敵
の
領
土
、
何
人
に
も
馬
し
な
い
土
地
、
或
は
海
に
お
い
て
も
、

こ
れ
を
殺
害
し
得
る
こ
と
を
萬
民
法
は
認
め
て
い
る
こ
と
（
敵
に
封
す
る
宣
戦
は
、
彼
等
に
封
し
て
も
同
時
に
宣
言
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

ら
）
、
但
レ
、
李
和
歌
態
に
あ
る
領
土
内
で
は
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
　
（
第
八
節
）
、
加
害
礎
は
幼
晃
、
女
、
老
入
に
す
ら
及
ぼ
さ
れ
る
こ
と
（
こ

こ
で
は
グ
・
等
チ
ゥ
ス
は
こ
の
種
の
滲
忽
性
が
人
類
の
慣
習
と
ま
で
な
つ
て
來
た
こ
と
を
卒
直
に
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
）
（
第
九
筋
）
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

ら
に
．
こ
の
加
害
権
は
、
捕
虜
（
第
＋
節
）
、
降
伏
せ
ん
と
欲
し
て
も
、
降
伏
を
受
諾
さ
れ
な
い
も
の
（
歎
願
者
）
（
第
＋
一
節
）
、
無
條
件
的
に
降



伏
し
た
も
の
　
（
策
士
二
簿
》
、
人
質
合
意
に
よ
つ
て
自
己
の
拘
束
を
求
め
る
も
の
の
み
な
ら
す
、
他
人
に
よ
つ
て
軸
渡
さ
れ
た
も
の
を
含
む

（
第
＋
四
節
）
に
す
ら
も
及
ぼ
さ
れ
た
こ
と
の
事
例
を
暴
げ
て
い
る
。

　
次
に
萬
民
法
の
禁
す
る
行
爲
に
移
り
、
毒
殺
す
る
こ
と
（
第
＋
五
節
）
、
武
器
に
毒
を
塗
夢
、
或
は
水
に
毒
を
投
す
る
こ
と
（
第
＋
六
節
）
が

禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
但
し
、
水
を
他
の
方
法
で
腐
敗
さ
せ
る
こ
と
は
河
川
の
攣
更
叉
は
水
源
の
遮
噺
と
同
様
禁
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

彙
＋
七
籠
）
を
論
じ
た
後
、
刺
客
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
不
信
な
ら
ざ
る
も
の
と
不
信
の
も
の
と
を
麗
別
し
、
前
者
に
封
し
て
ぱ
た
と
え
捕

え
ら
れ
た
時
の
庭
罰
が
如
何
に
嚴
し
く
と
も
．
敵
を
い
す
こ
に
お
い
て
も
殺
害
し
得
る
加
害
椹
の
な
か
に
は
い
る
と
な
し
．
後
者
（
王
に
封

す
る
從
薦
者
、
自
己
を
受
入
れ
る
も
の
に
封
す
る
歎
願
者
、
露
化
人
、
逃
亡
者
の
如
き
も
の
）
に
っ
い
て
は
自
然
法
と
萬
民
法
の
双
方
に
封

す
る
侵
犯
で
あ
る
と
な
し
　
察
＋
八
節
）
、
最
後
に
．
婦
女
に
封
す
る
暴
行
に
っ
い
て
ぱ
、
そ
の
危
害
の
み
な
ら
す
無
節
制
な
情
欲
行
爲
を
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

え
て
、
季
時
と
同
様
戦
時
に
お
い
て
も
不
罰
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
の
議
論
は
、
す
べ
て
の
民
族
の
法
で
は
な
く
、
よ
診
よ
ぎ
民
族
の
法
で

あ
る
と
な
し
、
し
か
し
キ
リ
ス
ト
致
徒
の
問
で
は
か
玉
る
こ
と
は
萬
民
法
の
…
部
と
し
て
こ
れ
を
罰
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
な
す
舞
＋
九
簿
ゾ
。

（
一
）
　
｝
，
き
れ
ば
、
憎
み
に
よ
聾
℃
戦
い
、
掠
奪
す
る
け
許
き
れ
ん
し
（
璽
譜
目
α
霞
9
お
o
鍮
鍔
鐵
影
器
砿
、
碧
紘
コ
。
む
Q
o
践
9
ぴ
ε
と
い
う
ウ
イ
ル
ギ
夢
ウ

　
ス
の
ア
エ
ネ
イ
ド
ス
の
嚇
旬
が
こ
』
で
は
中
心
と
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
す
る
セ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
註
繹
に
曰
く
、
「
古
い
人
々
は
何
鯵
掠
奪
の
罪
が
存
し

　
な
い
に
拘
ち
ず
、
我
々
が
窮
究
屋
（
掠
奪
す
ろ
）
と
い
う
場
合
、
一
器
静
お
需
ω
（
物
遜
害
す
り
2
と
　
、
両
い
、
ま
た
我
々
が
ω
彗
憲
舘
露
o
（
賠
償
す
る
）

　
と
い
う
揚
合
羅
m
器
Ω
勲
鶏
①
（
物
を
返
還
す
る
）
と
い
5
慣
わ
し
で
あ
つ
た
」
と
o

（
二
）
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
こ
義
で
、
「
外
國
の
領
土
内
で
た
ま
（
κ
ま
描
…
’
ん
・
ら
れ
た
者
は
簿
慧
瞬
述
の
｝
マ
っ
な
原
因
（
蔀
ち
、
一
止
戦
に
お
け
る
敵
の
身
幽
撃
と
財
産
・
ζ

　
に
封
す
る
伽
害
）
の
た
め
、
殺
人
者
又
は
盗
賊
と
し
℃
は
之
を
罰
し
得
な
い
し
、
彼
に
劃
し
℃
は
、
か
瓦
ろ
行
爲
の
名
目
で
、
弛
人
が
職
璽
を
行
い
得
な

　
い
」
と
違
べ
た
後
で
、
サ
ル
ル
ス
チ
ウ
ス
の
　
「
勝
利
の
時
は
す
べ
℃
の
こ
と
は
職
磐
の
法
に
よ
つ
℃
許
さ
れ
る
」
（
8
一
〇
蟹
一
鼠
『
証
辞
9
．
置
冨
需

び
黛
亭
臨
o
q
臼
臼
旨
）
と
い
う
言
葉
は
こ
の
意
味
を
も
つ
℃
い
る
と
言
つ
て
い
る
o
と
の
サ
ル
ル
ス
チ
ゥ
ス
の
言
笹
禾
は
、
所
揃
雨
「
勝
て
ば
｛
冨
軍
、
負
け
れ
ぱ

賊
軍
」
式
に
解
繹
さ
れ
て
い
る
の
か
、
グ
・
ー
チ
ウ
ス
の
短
い
引
用
だ
け
で
は
、
は
つ
費
砂
し
な
い
が
、
少
く
と
も
こ
諏
で
は
、
負
け
れ
ぱ
、
往
時
に
あ

　
　
グ
買
喜
チ
ウ
ス
「
職
母
ず
と
軍
・
和
の
法
』
の
硯
究
（
籍
｛
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯
一
九
　
（
輔
五
五
）



　
　
　
ク
ロ
ー
チ
ウ
ス
「
職
箏
と
季
和
の
法
」
の
研
究
（
績
篇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
〇
　
（
叫
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
っ
て
は
寛
職
の
理
由
に
か
～
わ
ら
ず
、
奴
隷
に
さ
れ
た
り
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
勝
利
あ
る
時
に
限
つ
｝
、
、
職
璽
中
の
許
さ
れ
た
加
害
行
爲
が
不
罰
の
ま

　
ま
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、
許
き
れ
ざ
る
加
害
行
爲
ま
で
も
含
め
る
意
思
は
な
い
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
琶
敵
の
殺
害
は
、
ど
こ
で
も
職
璽
の
椹
利
（
甘
の
冨
田
）
と
呼
ぱ
れ
て
い
た
。

（
四
）
　
こ
の
節
の
な
か
に
、
長
期
に
わ
た
る
全
鰹
的
職
箏
（
富
＝
0
8
巨
ぼ
ぎ
①
コ
ぎ
一
く
電
雷
5
と
い
う
言
葉
が
爵
る
が
、
ご
れ
が
、
現
在
の
槻
念
に
お

　
け
る
皿
戦
争
の
如
く
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

（
五
）
　
こ
れ
は
從
囑
者
の
人
格
か
ら
來
る
灌
利
で
な
く
、
そ
こ
に
支
配
椹
を
有
す
る
者
の
椹
利
に
基
く
。
帥
ち
、
國
家
は
裁
鋼
に
訴
え
る
こ
と
な
く
し
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
リ
ソ
ム

　
か
蕊
る
壱
の
に
暴
力
を
加
え
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
定
め
得
る
か
ら
で
、
裁
鋼
所
が
存
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
人
の
慮
當
が
考
慮
さ
れ
、
敵
と
敵
と
の
間
に
導

　
入
き
れ
る
一
般
的
な
加
害
糟
（
一
蓋
冒
8
露
島
冥
o
白
謝
8
q
琶
）
は
止
む
の
で
あ
る
。

（
六
）
　
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
は
、
こ
蕊
で
は
、
ド
ナ
ッ
ス
の
「
職
雫
の
法
に
よ
つ
て
當
然
殺
さ
れ
る
時
に
」
救
わ
れ
た
も
の
（
ω
霞
養
ε
ω
）
が
奴
隷
（
器
暑
窃
）

　
と
呼
ぱ
れ
た
、
と
の
言
葉
を
引
き
、
萬
民
法
に
關
す
る
限
り
、
か
』
る
奴
隷
、
印
ち
職
雫
で
捕
え
ら
れ
た
も
の
を
殺
す
樺
利
は
、
諸
國
家
に
よ
つ
で
、
多

　
少
は
制
限
さ
れ
て
は
い
る
が
、
い
か
な
る
時
代
に
も
排
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
な
す
。

（
七
）
　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
第
＋
三
節
で
、
歴
史
家
が
敵
の
殺
害
、
特
に
捕
虜
或
は
歎
願
者
の
殺
害
の
原
因
を
、
返
報
（
畠
ぎ
）
或
は
執
拗
な
抵
抗
に
鯨
せ

　
し
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
貢
實
で
な
い
、
か
』
る
原
因
は
正
當
化
せ
し
め
惹
原
囚
（
o
雲
鋸
冒
ω
広
b
塗
）
で
な
く
、
一
誘
因
（
o
聾
鶏
鶏
器
○
目
富
）
で
あ

　
る
。
け
だ
し
、
本
來
の
返
報
は
、
違
法
行
爲
を
行
つ
た
も
の
自
身
に
封
し
て
行
わ
れ
る
の
に
、
職
雫
で
は
、
何
等
過
失
を
も
た
ぬ
も
の
に
封
す
る
挽
害
を

　
言
う
か
ら
で
あ
る
、
と
な
し
、
か
瓦
る
も
の
を
も
殺
害
す
る
「
か
』
る
苛
酷
さ
は
、
萬
昆
法
に
よ
つ
て
、
人
々
の
間
に
お
い
て
鼎
護
さ
れ
て
い
る
」
と
な

　
す
。

十
六
　
荒
慶
と
掠
奪
に
つ
い
て
（
第
三
雀
第
五
章
）

　
グ
・
ー
チ
ウ
ス
は
、
次
に
敵
の
財
産
に
封
す
る
加
害
の
問
題
に
は
い
る
。
そ
し
て
、
萬
民
法
は
そ
の
殺
鐵
を
許
さ
れ
た
敵
の
財
産
を
破
壌

し
た
9
掠
奪
し
た
り
す
る
こ
と
を
許
す
と
て
、
歴
史
の
ほ
と
ん
ど
各
項
に
荒
慶
、
掠
奪
の
行
わ
れ
た
記
述
が
存
す
る
と
な
し
、
ご
れ
に
關
聯

し
て
、
紳
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
の
破
瓢
壌
掠
奪
に
っ
い
て
論
じ
て
い
る
。


